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【手続補正書】
【提出日】平成21年4月6日(2009.4.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　　免許不要な移動体からの接続（ＵＭＡ）における、移動局から開始された前記移動局
とＵＭＡ網制御装置間でのＵＭＡ無線リソースセッションを解除する方法において、
　前記ＵＭＡ網制御装置にて前記移動局からのＵＭＡ無線リソース解除要求伝文を受ける
ことからなり、
　前記ＵＭＡ無線リソース解除要求伝文には
　プロトコル判別子と、
　スキップ表示子と、
含む、複数の情報要素を含むことを特徴とする方法。
【請求項２】
　請求項１に記載の方法であって、
前記ＵＭＡ網制御装置から免許要無線アクセス網に使用される中核網に要求を送ることを
さらに含み、
前記免許要無線アクセス網には、前記ＵＭＡ無線リソースセッションに使用された情報資
源を解放するため、前記移動局が、ＵＭＡ網制御装置を介してアクセスしたものである、
ことを特徴とする方法。
【請求項３】
　前記ＵＭＡ無線リソースセッションをサポートするため、前記中核網に使用されている
適切な情報資源を解放するように、前記ＵＭＡ網制御装置から前記中核網へ、前記要求を
送付することを特徴とする請求項２記載の方法。
【請求項４】
　前記ＵＭＡ網制御装置から解除が開始された、前記移動局と前記ＵＭＡ網制御装置との
間の前記ＵＭＡ無線リソースセッションを解除する方法において、
　前記移動局にて前記ＵＭＡ網制御装置から前記ＵＭＡ無線リソース解除伝文を受けるこ
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とと、
　前記移動局から前記ＵＭＡ網制御装置へ、ＵＭＡ無線リソース解除完了伝文を返すこと
、とからなり、
　前記ＵＭＡ無線リソース解除伝文と前記ＵＭＡ無線リソース解除完了伝文のそれぞれは
、
　前記プロトコル判別子と、
　前記スキップ表示子と、
　伝文を識別できる伝文型と、を含む複数の前記情報要素を含むことを特徴とする方法。
【請求項５】
　前記ＵＭＡ無線リソース解除伝文はさらに、ＵＭＡ無線リソース解放の原因を、ＵＭＡ
原因値一覧表を介して判断できる値を含むＵＭＡ無線リソース解放原因情報要素を含むこ
とを特徴とする請求項４記載の方法。
【請求項６】
　前記ＵＭＡ無線リソース解除伝文はさらに、パケット無線サービス再開情報要素を含む
ことを特徴とする請求項４記載の方法。
【請求項７】
　前記移動局においてすべてのＵＭＡ無線リソースとトラフィックチャンネルリソースを
解放することと、
前記移動局をＵＭＡ無線リソースアイドル状態に入れること、とからさらになる、請求項
４記載の方法。
【請求項８】
　前記移動局がＵＭＡ網と前記ＵＭＡ無線リソースセッションする前記ＵＭＡ網制御装置
を含む前記ＵＭＡ網を介して前記移動局を呼要求する方法において、
　前記ＵＭＡ網制御装置から前記移動局へＵＭＡ無線リソース呼要求伝文を送ることと、
　前記ＵＭＡ網制御装置にて前記移動局からのＵＭＡ無線リソース呼応答伝文を受けるこ
と、とからなり、
　前記ＵＭＡ無線リソース呼要求伝文と前記ＵＭＡ無線リソース呼応答伝文はそれぞれ、
　前記プロトコル判別子と、
　前記スキップ・表示子と、
　伝文を識別できる伝文型とを含む複数の前記情報要素を含み、
　前記呼要求伝文はさらに、必要なチャンネルを識別する必要チャンネル情報要素と、前
記移動局を識別するモバイル識別情報要素とを含むことを特徴とする方法。
【請求項９】
　前記ＵＭＡ網制御装置を介して、前記ＵＭＡ網にアクセスする前記移動局のクラスマー
ク調査を実行する方法において、
　前記移動局と前記ＵＭＡ網制御装置との間の前記ＵＭＡ無線リソースセッションを確立
することと、
　前記ＵＭＡ網制御装置から前記移動局へＵＭＡ無線リソースクラスマーク問い合わせ伝
文を送ることと、
　前記ＵＭＡ網制御装置にて前記移動局からのＵＭＡ無線リソースクラスマーク変更伝文
を受けること、とからなり、
　前記ＵＭＡ無線リソースクラスマーク問い合わせ伝文と前記ＵＭＡ無線リソースクラス
マーク変更伝文のそれぞれは、
　前記プロトコル判別子と、
　前記スキップ表示子と、
　伝文を識別できる伝文型とを含む複数の前記情報要素を含むことを特徴とする方法。
【請求項１０】
　第１無線アクセス網からなる前記ＵＭＡ網で動作する前記ＵＭＡ網制御装置であって、
　ＩＰ（インターネット・プロトコル）網インターフェースからなる第１網インターフェ
ースと、
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　Ｕｐインターフェースからなる第２網インターフェースで、これを介して前記移動局と
前記ＵＭＡ網制御装置との間に通信可能に接続された無線アクセス・ポイントを通じて前
記移動局とＵＭＡ伝文を送受信するもので、前記Ｕｐインターフェースは、前記ＩＰ網イ
ンターフェース上に実装された複数の通信プロトコル層を含むものと、
　第３の網インターフェースで、前記ＵＭＡ網制御装置がこれを介して前記第２無線アク
セス網にアクセス可能な前記中核網に接続されるものと、
　前記ＵＭＡ網の１人以上の前記移動局顧客とのサーバ側のＵＭＡ無線リソース通信をサ
ポートするため、前記Ｕｐインターフェース上で送信された複数のＵＭＡ無線リソース伝
文を生成および／または処理するための手段と、
からなり、
　前記ＵＭＡ無線リソース伝文のそれぞれは、
　前記プロトコル判別子と、
　前記スキップ・表示子と、
　伝文を識別できる伝文型と、を含む基本的な前記情報要素１式を含む、ことを特徴とす
る装置。
【請求項１１】
　請求項１０記載のＵＭＡ網制御装置であって、
　前記ＵＭＡ無線リソース伝文は、前記移動局と前記ＵＭＡ網制御装置との間で確立され
た、前記ＵＭＡ無線リソースセッションに対応するリソースの解放、を要求する前記移動
局から前記ＵＭＡ網制御装置へ送られるＵＭＡ無線リソース解除要求伝文を含み、
　前記ＵＭＡ無線リソース解除要求伝文の受信に対して、前記ＵＭＡ網制御装置は伝文を
処理し、免許要無線アクセス網が使用する前記中核網へ要求を送り、そのサービスは、前
記移動局が前記ＵＭＡ無線リソースセッションに用いるリソース解放のため前記ＵＭＡ網
制御装置を介してアクセスすることを特徴とする装置。
【請求項１２】
　前記ＵＭＡ無線リソース伝文は、
　前記移動局と前記ＵＭＡ網制御装置との間に確立された前記ＵＭＡ無線リソースセッシ
ョンに対応するリソースの解放を開始するため、前記ＵＭＡ網制御装置が生成し、前記移
動局に送るＵＭＡ無線リソース解除伝文と、
　ＵＭＡ無線リソース解除伝文に対して前記移動局が受信し、前記ＵＭＡ網制御装置が処
理するＵＭＡ無線リソース解除完了伝文とを含むことを特徴とする請求項１０記載のＵＭ
Ａ網制御装置。
【請求項１３】
　前記ＵＭＡ無線リソース解除伝文はさらに、ＵＭＡ無線リソース解放の原因を、ＵＭＡ
原因値ルックアップ・テーブルを介して判断できる値を含むＵＭＡ無線リソース解放原因
情報要素からなることを特徴とする請求項１２記載のＵＭＡ網制御装置。　　
【請求項１４】
　前記ＵＭＡ無線リソース解除伝文はさらに、パケット無線サービス再開情報要素を含む
ことを特徴とする請求項１２記載のＵＭＡ網制御装置。
【請求項１５】
　前記第１無線アクセス網にアクセスするための前記第１無線インターフェースと、
　免許不要無線周波数を用いて前記無線アクセス・ポイントを介して前記ＵＭＡ網からな
る前記第２無線アクセス網にアクセスするための前記第２無線インターフェースと、
　インターネットＩＰ網を介して前記無線アクセス・ポイントに通信可能に接続されたＵ
ＭＡ網制御装置を通じてＵＭＡ網と通信するための複数のプロトコルを前記ＩＰ網インタ
ーフェース上に装備した前記Ｕｐインターフェースと、
　前記ＵＭＡ網の１以上の前記ＵＭＡ網制御装置サーバとのクライアント側のＵＭＡ無線
リソース通信をサポートするため前記Ｕｐインターフェース上を送信される複数の前記Ｕ
ＭＡ無線リソース伝文を生成および／または処理するための手段と、
からなり、前記ＵＭＡ無線リソース伝文のそれぞれは、
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　前記プロトコル判別子と、
　前記スキップ・表示子と、
　伝文を識別できる伝文型と、を含む基本的な前記情報要素１式を含むことを特徴とする
移動局。
【請求項１６】
　前記ＵＭＡ無線リソース伝文は、
　前記移動局と前記ＵＭＡ網制御装置との間で確立されたＵＭＡ無線リソースセッション
に対応するリソースの解放を要求するため、前記移動局が生成し、前記移動局から前記Ｕ
ＭＡ網制御装置へ送られる前記ＵＭＡ無線リソースクリア要求伝文を含むことを特徴とす
る請求項１５記載の移動局。
【請求項１７】
　前記ＵＭＡ無線リソース伝文は、
　前記移動局と前記ＵＭＡ網制御装置との間で確立された前記ＵＭＡ無線リソースセッシ
ョンに対応するリソースの解放を開始するため、前記ＵＭＡ網制御装置から前記移動局へ
送られる前記ＵＭＡ無線リソース解除伝文と、
　前記移動局が生成し、前記ＵＭＡ無線リソース解除伝文に対して前記移動局から前記Ｕ
ＭＡ網制御装置へ返される前記ＵＭＡ無線リソース解除完了伝文とを含むことを特徴とす
る請求項１５記載の移動局。
【請求項１８】
　前記ＵＭＡ無線リソース解除伝文に対して、前記移動局は、
　前記ＵＭＡ無線リソースセッションに関連するすべてのＵＭＡ無線リソースリソースと
トラフィックチャンネルリソースを解放することと、
　前記ＵＭＡ無線リソースアイドル状態に入ることと、を含む動作を実行することを特徴
とする請求項１５記載の移動局。
【請求項１９】
　前記ＵＭＡ無線リソース解除伝文はさらに、パケット無線サービス再開情報要素を含み
、前記ＵＭＡ無線リソース解除伝文に対し、前記移動局は、
　前記パケット無線サービス再開情報要素に含まれる前記パケット無線サービス情報を保
存することと、
　ＵＭＡ網を介して前記パケット無線サービスを再確立する時にこの前記パケット無線情
報を利用することと、を含む動作を実行することを特徴とする請求項１５記載の移動局。
【請求項２０】
　前記ＵＭＡ網からなる前記第１無線アクセス網から前記第２無線アクセス網へのセル引
継ぎを実行するための方法において、
その方法は、
　前記ＵＭＡ網制御装置を介して前記移動局とＵＭＡ網との間に専用接続を確立すること
と、
　前記ＵＭＡ網からのセル引継ぎが可能であると判断することと、
　前記移動局から前記ＵＭＡ網制御装置へ前記ＵＭＡ無線リソースセル引継ぎ必要伝文を
送ることと、
　前記移動局において前記ＵＭＡ網制御装置からのＵＭＡ無線リソースセル引継ぎ・指示
伝文を受けることと、からなり、
　前記ＵＭＡ無線リソースセル引継ぎ必要伝文と前記ＵＭＡ無線リソース・セル引継ぎ・
指示伝文のそれぞれは、
　前記プロトコル判別子と、
　前記スキップ・表示子と、
　伝文を識別できる伝文型と、を含む基本的な前記情報要素１式を含み、
　前記ＵＭＡ無線リソース・セル引継ぎ必要・伝文はさらに、前記移動局が、前記ＵＭＡ
網からのセル引継ぎを完了するため接続できる前記第２無線アクセス網で動作する１以上
のセルを識別する少なくとも１個の前記情報要素を含むことを特徴とする方法。
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【請求項２１】
　前記ＵＭＡ網に移動局を登録する方法において、
　前記移動局と前記無線アクセス・ポイントとの間に無線ＬＡＮリンクを確立することと
、
前記移動局と、前記無線アクセス・ポイントに通信可能に接続された第１ＵＭＡ網制御装
置との間に第１のＴＣＰ（転送制御プロトコル）セッションを確立することと、
　前記移動局から第１の前記ＵＭＡ網制御装置に送られたＵＭＡ無線リソース登録要求伝
文を含む第１のＴＣＰセッションで前記移動局と第１の前記ＵＭＡ網制御装置との間で複
数のＵＭＡ無線リソース登録伝文を送信することとからなり、
　前記ＵＭＡ無線リソース登録伝文のそれぞれは、
　前記プロトコル判別子と、
　前記スキップ・表示子と、
　伝文を識別できる伝文型とを含む基本的な前記情報要素１式を含み、
　前記ＵＭＡ無線リソース登録伝文はさらに、
　前記移動局が識別できるモバイル・アイデンティティ情報要素と、
　前記移動局がＧＳＭ無線リソースが待機または専用状態であるかを定義するＧＳＭ無線
リソース状態情報要素と、
　無線アクセス・ポイント識別子情報要素とを含む特徴とする方法。
【請求項２２】
　前記第２の無線アクセス網からなる前記ＵＭＡ網を介して前記第１の無線アクセス網に
よりホストされた音声帯戴サービスにアクセスするため移動局の音声帯戴チャンネルを割
り当てる方法において、その方法は、
　前記移動局と前記無線アクセス・ポイントとの間に無線ＬＡＮリンクを確立することと
、
　前記移動局と、前記無線アクセス・ポイントに通信可能に接続された前記ＵＭＡ網制御
装置との間に専用通信を確立することと、
　音声帯戴チャンネルを割り当てるため、前記移動局と前記ＵＭＡ網制御装置との間で複
数のＵＭＡ無線リソースチャンネル起動伝文を送ることで、ＵＭＡ無線リソースチャンネ
ル起動伝文は、音声帯載チャンネルの割り当てを開始している前記ＵＭＡ網制御装置から
前記移動局で受け取られる前記ＵＭＡ無線リソースチャンネル起動伝文を含むものとから
なり、
　前記ＵＭＡ無線リソースチャンネル起動伝文のそれぞれは、
　前記プロトコル判別子と、
　前記スキップ・表示子と、
　伝文を識別できる伝文型とを含む基本的な前記情報要素１式を含み、
　前記ＵＭＡ無線リソースチャンネル起動伝文はさらに、
　音声帯載チャンネルに用いるチャンネル・モードを指定する情報を含む、チャンネル・
モード情報要素を含むことを特徴とする方法。
【請求項２３】
　少なくも１つのプロセッサにより実行可能なコンピュータプログラムを保存し、
前記コンピュータプログラムは請求項１－３、８および９のいずれかに記載の方法を実施
するための命令群から成る、有形のコンピュータ用読み出し可能媒体。
【請求項２４】
　少なくも１つのプロセッサにより実行可能なコンピュータプログラムを保存し、
前記コンピュータプログラムは請求項４－７、２０、２１および２２のいずれかに記載の
方法を実施するための命令群から成る、有形のコンピュータ用読み出し可能媒体。
【請求項２５】
　請求項１－３、８および９のいずれかに記載の方法を実行実施するための回路群から成
る装置。
【請求項２６】
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　請求項４－７、２０、２１および２２のいずれかに記載の方法を実施するための回路群
から成る装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【書類名】明細書
【発明の名称】
免許不要移動体アクセス通信システムにおける伝文伝達
【技術分野】
　【０００１】
（関連出願に対する相互参照）
　本願は、２００４年５月１４日に出願された、「Ｕｐインターフェース・ステージ３記
述」という名称の特許仮出願第６０／５７１４２１号の優先権を主張する。本願は、２０
０３年１０月７日に出願された「免許不要無線通信システムを用いた免許要無線通信シス
テムのカバレッジ・エリアを拡張するための装置および方法」という名称の米国非特許仮
出願第１０／６８８４７０号の一部継続である、２００４年１２月１５日出願の「免許不
要無線通信システムを用いた免許要無線通信システムのカバレッジ・エリアを拡張するた
めの装置および方法」という名称の米国特許非仮出願第１１／０１３８８３号の一部継続
で、その優先権を主張する。本願はまた、２００４年４月２２日に出願された「ＵＭＡ網
制御装置選択とＵＭＡロケーション・サービス・サポート機構」という名称の特許仮出願
第６０／５６４６９６号の優先権を主張する、２００５年３月３１日出願の「ネットワー
ク・コントローラによる免許不要モバイル・アクセス加入者の登録のための方法およびシ
ステム」という名称の米国特許非仮出願第１１／０９７８６６号の一部継続で、その優先
権を主張する。
　【０００２】
　本願は、また、共通に所有する次の米国出願に関連する：２００２年４月２日出願の「
加入者装置による免許不要および免許要無線通信を容易化するための免許不要無線通信基
地局と動作方法」という名称の出願第１０／１１５８３３号、参照により本書にその内容
を組み込む、２００２年９月２０日出願の「免許要無線システムと免許不要無線システム
との間の遠隔通信セッションのセル引継ぎをサポートするための装置」という名称の出願
第１０／２５１９０１号。さらに、本願は、次の米国出願に開示される主題を含む。２０
０５年５月１２日に出願されたシリアル番号第　号、代理人番号、００７０９０．Ｐ０３
２、００７０９０．Ｐ０３２、００７０９０．Ｐ０３２。
（技術分野）
　【０００３】
　本発明の分野は、全体として通信に関する。より詳しくは、本発明は、免許要および免
許不要の両無線インフラを含む免許不要な移動体接続（ＵＭＡ）通信システムで使用され
る伝文交換に関する。
【背景技術】
　【０００４】
　免許要無線システムは、無線トランシーバを用いて、個人に対しモバイル無線通信を提
供する。免許要無線システムとは、公共携帯電話システムおよび／またはパーソナル通信
サービス電話システムを指す。無線トランシーバには、携帯電話、パーソナル通信サービ
ス電話、無線機器対応パーソナル携帯端末、無線モデム等が含まれる。
　【０００５】
　免許要無線システムは、政府から免許された無線信号周波数を利用する。これら周波数
にアクセスするためには多大な料金が支払われる。免許周波数での通信に対応するため、
高価な基地局設備が用いられる。基地局は一般に、互いから略１マイル離れて設置される
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（携帯ネットワークの携帯タワー等）。一般的な免許要無線システムが採用する無線トラ
ンスポート機構および周波数は、データ転送レートおよび範囲の両方を限定する。その結
果、免許要無線システムにおけるサービスの品質（音声品質およびデータ転送速度）は、
有線接続によって可能なサービスの品質より大幅に劣るものとなる。そのため、免許要無
線システムのユーザは、比較的低品質のサービスに対して比較的高い料金を支払う。
　【０００６】
　有線接続は広範囲に配備され、一般に、高品質の音声および光速データサービスを低コ
ストで実行する。有線接続の問題は、これらはユーザの移動性を制約する点である。従来
、有線への物理的接続が要求されてきた。
　【０００７】
　過去数年間において、有線ベースのネットワークへのモバイル・アクセスを容易にする
ための免許不要無線通信システムの利用が急速に発達した。例えば、このような免許不要
無線システムは、情報要素ＥＥ　８０２．１１ａ、ｂまたはｇ規格（ＷｉＦｉ）またはＢ
ｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）規格に基づく無線通信に対応することができる。かかるシ
ステムに関連する移動性範囲は一般に、１００メートル以下のオーダーである。一般的な
免許不要無線通信システムは、有線ベースネットワークへの物理的接続（同軸、ツイスト
ペア線、光ケーブル等）を持つ無線アクセス・ポイント（ＡＰ）からなる基地局を含む。
ＡＰは、ＡＰの適当な距離内で動作可能な無線送受話器による通信を容易にするためＲＦ
トランシーバを有し、ＷｉＦｉおよびＢｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）規格によってサポ
ートされるデータ転送レートは、前述の免許要無線システムによるサポートよりはるかに
高い。そのため、このオプションは、低コストでより高品質のサービスを提供するが、サ
ービスは基地局から適当な距離にしか延びない。
　【０００８】
　現在、免許要および免許不要無線システムの利用を継ぎ目なく統合し、ユーザが単一の
送受話器を介して、免許不要無線システムのカバー範囲内では免許不要無線システムにア
クセスし、免許不要無線システムのカバー範囲外では、免許要無線システムにアクセスし
てこれを適切なネットワーク・コントローラ（網制御装置）に向けられるようにするため
の技術が開発されている。各種ベンダーによる早期の実装に対応するため、登録、チャン
ネル起動、セル引継ぎ等各種機能を実行するための標準化された伝文セットが必要である
。
【発明の開示】
　【０００９】
　本発明の様態に従い、免許不要モバイル・アクセス・ネットワークにおける移動局およ
びＵＭＡ網制御装置の間の伝文伝達を実行するための技術を開示する。各種動作を容易に
するため、ＵＭＡＮで動作する移動局と１個以上のＵＭＡ網制御装置との間でＵＭＡ無線
リソース伝文が交換される。８０２．１１ベースのリンクまたはＢｌｕｅｔｏｏｔｈ（登
録商標）リンクなどの免許不要無線周波数を用いた無線リンクを採用することにより、移
動局は、ＩＰネットワークを介してＵＭＡ網制御装置に通信可能に接続する無線アクセス
・ポイント（ＡＰ）を介してＵＭＡＮにアクセスすることができる。ＵＭＡ無線リソース
伝文は、基礎となるＩＰトランスポート上の通信プロトコル層のセットからなるＵｐイン
ターフェースを用いて移動局とＵＭＡ網制御装置との間で送信される。
　【００１０】
　本発明の別の様態では、特定の形式を持つＵＭＡ無線リソース伝文が開示される。ＵＭ
Ａ無線リソース伝文はそれぞれ、プロトコル判別子、スキップ表示子、伝文タイプを含む
情報要素の基本セットを含み、これを介して伝文を識別することができる。さらに、特定
のＵＭＡ無線リソースセル引継ぎ・伝文のそれぞれに関連する情報要素も開示される。　
　【００１２】
　本発明の前述の様態および付随する利点の多くは、添付の図面と共に以下の詳細な説明
を参照することによりよく理解されると同時により容易に理解されるが、図面において、
同様の参照番号は、特に指定のない限り、各種図面を通じて同様の部分を参照する。
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　【００１３】
（図面の簡単な説明）
　図１Ａは、本発明の一実施例によるＵＭＡ移動サービス実現の全体図を示す。
【００１４】
図１Ｂは、一実施例によるモバイルセットのプロトコル層を示す。
【００１５】
図１Ｃは、一実施例によるプロトコル変換方法を示す。
【００１６】
　図２Ａは、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ信号を介して免許不要無線リンクを提供する移動局の一
実施例のレベル１、レベル２、およびレベル３、ＧＳＭ関連プロトコル構成の全体図を示
す。
【００１７】
図２Ｂは、情報要素ＥＥ８０２．１１信号を介して免許不要無線リンクを提供する移動局
の一実施例のレベル１、レベル２、およびレベル３、ＧＳＭ関連プロトコル構成の全体図
を示す。
【００１８】
　図３Ａは、一実施例による、ＣＳドメイン信号およびＵＭＳ固有シグナリングをサポー
トするＵｐインターフェース・プロトコル・構成を示す。
【００１９】
図３Ｂは、物理層通信を容易にするため移動局およびアクセス・ポイントにより採用され
るＢｌｕｅｔｏｏｔｈ下位層を示す。
【００２０】
図３Ｃは、物理層通信を容易にするため移動局およびアクセス・ポイントにより採用され
る情報要素ＥＥ８０２．１１下位層を示す。
【００２１】
図３Ｄは、一実施例によるＧＳＭ音声送信をサポートするＵｐ　ＣＳドメイン音声帯載・
プロトコル構成を示す。
【００２２】
図３Ｅは、一実施例によるＵｐ　ＧＰＲＳユーザ・プレーン・プロトコル構成を示す。
【００２３】
図３Ｆは、一実施例によるＧＰＲＳシグナリングをサポートするＵｐプロトコル構成を示
す。
【００２４】
　図４は、一実施例による考えられるＧＳＭおよびＵＭＡカバレッジシナリオ数例を示す
。
【００２５】
　図５は、一実施例の移動管理機能を例示する。
【００２６】
　図６Ａは、登録成功に対応するＵＭＡ無線リソース登録伝文　交換を示す。
【００２７】
図６Ｂは、登録拒絶に対応するＵＭＡ無線リソース登録伝文　交換を示す。
【００２８】
図６Ｃは、移動局を第１ＵＭＡ網制御装置から第２ＵＭＡ網制御装置に再接続するＵＭＡ
無線リソース登録伝文交換を示す。
【００２９】
　図７は、ＵＭＡ無線リソース登録要求伝文形式の一実施例を示す表である。
【００３０】
　図８Ａは、ＵＭＡ無線リソース登録肯定応答伝文形式の一実施例を示す表である。
【００３１】
図８Ｂは、ＵＭＡ　ＧＳＭシステム情報要素の一実施例を示す表である。
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【００３２】
　図９は、ＵＭＡ無線リソース　登録拒否／再接続伝文形式の一実施例を示す表である。
【００３３】
　図１０Ａは、ＵＭＡ無線リソース登録更新・アップリンク伝文　と、ＵＭＡ無線リソー
ス登録再接続伝文とを含むＵＭＡ無線リソース伝文形式を示す。
【００３４】
図１０Ｂは、ＵＭＡ無線リソース登録更新・ダウンリンク伝文と、ＵＭＡ無線リソース登
録取り消し伝文と、ＵＭＡ無線リソース登録リダイレクト伝文とを含むＵＭＡ無線リソー
ス伝文形式を示す。
【００３５】
　図１１は、ＵＭＡ無線リソース登録更新・アップリンク伝文形式の一実施例を示す表で
ある。
【００３６】
　図１２は、ＵＭＡ無線リソース登録更新・ダウンリンク伝文形式の一実施例を示す表で
ある。
【００３７】
　図１３は、ＵＭＡ無線リソース登録取り消し伝文形式の一実施例を示す表である。
【００３８】
　図１４は、各種ＵＭＡ無線リソース動作の原因に対応する８ビット値を含む参照表の一
実施例を示す表である。
【００３９】
　図１５は、チャンネル起動伝文シーケンスを示す。
【００４０】
　図１６は、ＵＭＡ無線リソースチャンネル起動伝文形式の一実施例を示す表である。
【００４１】
　図１７は、ＵＭＡ無線リソースチャンネル起動肯定応答伝文形式の一実施例を示す表で
ある。
【００４２】
　図１８は、ＵＭＡ無線リソースチャンネル起動失敗伝文形式の一実施例を示す表である
。
【００４３】
　図１９は、ＵＭＡ無線リソースチャンネル起動完了伝文形式の一実施例を示す表である
。
【００４４】
　図２０は、移動局によって開始されるセル引継ぎ伝文形式を示す。
【００４５】
　図２１は、ＵＭＡ無線リソースセル引継ぎアクセス伝文形式の一実施例を示す表である
。
【００４６】
　図２２は、ＵＭＡ無線リソースセル引継ぎ完了伝文形式の一実施例を示す表である。
【００４７】
　図２３Ａは、ＵＭＡ網制御装置から送られたＵＭＡ無線リソースアップリンク品質表示
伝文に対して開始されるセル引継ぎ伝文形式を示す。
【００４８】
図２３Ｂは、セル引継ぎ失敗に従って、ＵＭＡ網制御装置から送られたＵＭＡ無線リソー
スアップリンク品質表示伝文に対して開始されるセル引継ぎ・伝文形式を示す。
【００４９】
　図２４は、ＵＭＡ無線リソースアップリンク品質表示伝文形式の一実施例を示す表であ
る。
【００５０】
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　図２５は、ＵＭＡ無線リソースセル引継ぎ必要伝文形式の一実施例を示す表である。
【００５１】
　図２６Ａおよび２６Ｂは、ＵＭＡ無線リソースセル引継ぎ・指示伝文形式の一実施例を
示す表部分である。
【００５２】
　図２７は、ＵＭＡ無線リソースセル引継ぎ失敗伝文形式の一実施例を示す表である。
【００５３】
　図２８は、移動局からＵＭＡ網制御装置に送られるＵＭＡ無線リソース要求クリア伝文
を示す。
【００５４】
　図２９は、ＵＭＡ無線リソース要求クリア伝文形式の一実施例を示す表である。
【００５５】
　図３０は、ＵＭＡ網制御装置によって開始されたＵＭＡ無線リソースリリース・伝文形
式を示す。
【００５６】
　図３１は、ＵＭＡ無線リソース解除伝文形式の一実施例を示す表である。
【００５７】
　図３２は、ＵＭＡ無線リソース解除完了伝文形式の一実施例を示す表である。
【００５８】
　図３３は、ＵＭＡ網制御装置によって開始されたＵＭＡ無線リソース呼伝文形式を示す
。
【００５９】
　図３４は、ＵＭＡ無線リソース呼要求伝文形式の一実施例を示す表である。
【００６０】
　図３５は、ＵＭＡ無線リソース呼応答伝文形式の一実施例を示す表である。
【００６１】
　図３６は、ＵＭＡ網制御装置によって開始されたＵＭＡ無線リソースクラスマーク伝文
形式を示す。
【００６２】
　図３７は、ＵＭＡ無線リソースクラスマーク問い合わせ伝文形式の一実施例を示す表で
ある。
【００６３】
　図３８は、ＵＭＡ無線リソースクラスマーク変更伝文形式の一実施例を示す表である。
【００６４】
　図３９は、ＵＭＡ網制御装置の高レベル構成の一実施例を示す略図である。
【００６５】
　図４０は、移動局の高レベル構成の一実施例を示す略図である。
【発明を実施するための最良の形態】
　【００６６】
　以下の説明では、本発明の実施例を完全に理解できるよう、特定の詳細を多く記載する
。しかしながら、当業者は、本発明が特定の詳細の１以上なしに、あるいは他の方法、構
成要素、材料その他によって実施できることを認識するであろう。他の場合、周知の構造
、材料または動作は、発明の様態を曖昧にすることを避けるため、詳細に表示または記載
しない。
　【００６７】
　本明細書を通じて、「一実施例」または「実施例」との言及は、実施例に関連して記載
される特定の特徴、構造または特性が、本発明の少なくとも一つの実施例に含まれること
を意味する。そのため、本明細書全体の各所における「一実施例において」または「実施
例において」との文言の出現は、必ずしもすべてが同一の実施例を指すとは限らない。さ
らに、特定の特徴、構造または特性は、１以上の実施例においてあらゆる好適な方法で組
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み合わせることができる。
　【００６８】
　本発明では、免許不要無線システムは短距離無線システムで、「屋内」ソリューション
と説明することができる。しかしながら、本出願を通じて、免許不要無線システムが、建
造物の一部ばかりでなく、免許不要無線システムがサービスを提供する法人キャンパスの
屋外部分等、局所的屋外領域もカバーする免許不要無線システムを含むことが理解される
。例えば、移動局は、無線電話、スマートフォン、携帯端末、モバイルコンピュータ等で
ある。「移動局」はまた、例えば、総合デジタル通信網（ＩＳＤＮ）またはアナログ音声
通話サービス（ＰＯＴＳ）端末を無線システムに接続するための端末アダプタ機能セット
を提供する固定無線装置でよい。本発明をこの種の装置に適用することにより、無線サー
ビス・プロバイダは、免許要無線システムが十分にカバーしていない地域のユーザにも、
いわゆる有線代替サービスを提供することができる。本記述は、ＵＭＡコンソーシアムが
推奨するＵＭＡ（免許不要モバイル・アクセス）標準化構成のコンテキストにある。しか
しながら、本発明はそれには限定されない。
　【００６９】
　以下の記述を通じて、無線サービスの通信業界に共通して用いられる頭字語を、本発明
固有の頭字語と共に用いる。本出願固有の頭文字の表を付録Ｉに含める。
　【００７０】
　図１Ａは、本発明の一実施例による免許不要モバイル・アクセス（ＵＭＡ）構成１００
を示す。ＵＭＡ構成１００により、移動局１０２のユーザは、免許要無線通信セッション
１０６、または免許不要無線通信セッション１０８のいずれかを介して音声および通信ネ
ットワーク１０４にアクセスすることができる。通信ネットワーク１０４は、音声ネット
ワーク１１２へのアクセスを提供する移動局交換基地１１０と、データネットワーク１１
６へのアクセスを提供する、サービングＧＰＲＳ（汎用パケット無線システム）サポート
・ノード（ＳＧＳＮ）１１４とを含む。移動局交換基地１１０は内部ビジター位置登録（
ＶＬＲ）機能も提供する。
　【００７１】
　さらに詳しくは、免許要無線通信セッションは、通信ネットワーク１０４を含む免許要
無線ネットワーク１１８の提供するインフラによって容易化される。図示の実施例では、
免許要無線ネットワーク１１８はＧＳＭ（グローバル・システム・フォー・モバイル・コ
ミュニケーション）ベースのセルラー網に共通する構成要素を示すが、これは、それぞれ
の免許要無線リンク１２２（例えば、免許帯域内の無線周波数を採用した無線リンク）を
介して各種移動局１０２のための無線通信サービスを容易にする、複数の基地トランシー
バ局（ＢＴＳ）１２０（のうち、単純化のため１個のみ示す）を含む。一般に、複数のＢ
ＴＳ１２０は、広域サービスエリアをカバーするセルラー構成（各セルに１個）に構成さ
れる。あるエリアまたは地域の各種ＢＴＳ１２０は基地局コントローラ（ＢＳＣ）１２４
によって管理され、各ＢＴＳ１２０は、専用幹線網１２６を介してそのＢＳＣ１２４に通
信可能に接続される。一般に、地域または全国的な移動サービス・プロバイダの提供する
ような大規模免許要無線ネットワークは複数のＢＳＣ１２４を含む。
　【００７２】
　各ＢＳＣ１２４は、標準基地局コントローラ・インターフェース１２６を通じて電気通
信ネットワーク１０４と通信する。例えば、ＢＳＣ１２４は、回線交換音声サービスにつ
いてはＧＳＭ　Ａインターフェースを介して移動局交換基地１１０と、パケット・データ
・サービス（ＧＰＲＳ）についてはＧＳＭ　Ｇｂインターフェースを介してＳＧＳＮ１１
４と通信することができる。従来の免許要音声およびデータネットワーク１０４は、１つ
の認識されたＢＳＣ１２４から別のＢＳＣ（図示せず）への継ぎ目の無いハンドオフを可
能にするプロトコルを含む。
　【００７３】
　免許不要通信セッション１０８は、屋内基地局１３０からなる無線アクセス・ポイント
（ＡＰ）１２８を介して容易化される。一般に、ＡＰ１２８は、住宅１３２またはオフィ
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スビル１３４等の固定構造物内に位置する。屋内基地局１３０のサービスエリアは、建造
物の屋内部分を含むが、屋内基地局のサービスエリアは、建造物またはキャンパスの屋外
部分を含むことができることが理解される。免許不要通信セッション１０８を表す矢印に
よって示すように、移動局１０２は、免許不要無線チャンネル１３６と、アクセス・ポイ
ント１２８と、アクセス・ネットワーク１３８と、免許不要免許不要ＵＭＡ網制御装置１
４０とを含む第２のデータパスを介して電気通信ネットワーク１１４と接続することがで
きる。ＵＭＡ網制御装置１４０は、基地局コントローラ・インターフェース１２６Ａに似
た基地局コントローラ・インターフェース１２６Ｂを用いて電気通信ネットワーク１０４
と通信し、ＧＳＭ　ＡインターフェースとＧｂインターフェースとを含む。ＡＰ１２８は
、メモリに保存され、プロトコル変換を実行するよう適合された１以上のマイクロプロセ
ッサ（図１Ａには図示せず）にて実行されるソフトウェア・エンティティ（モジュール）
を持つことができる。
　【００７４】
　免許不要無線チャンネル１３６は、免許不要の無料の電波（２．４ＧＨｚ、５ＧＨｚ、
１１から６６ＧＨｚ周辺のスペクトル）の波長（または波長範囲）を利用した無線リンク
を利用できる。免許不要無線チャンネル１３６をホストする免許不要無線サービスは関連
する通信プロトコルを持つ。例として、免許不要無線サービスは、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（
登録商標）互換無線サービス、または無線ローカル・エリア・ネットワーク（ＬＡＮ）（
ＷｉＦｉ）サービス（情報要素ＥＥ　８０２．１１ａ、ｂ、またはｇ無線規格等）でよい
。これにより、免許不要無線サービスのサービス領域内（すなわち、対応するＡＰのサー
ビス範囲内）で、潜在的に改良された品質のサービスをユーザに提供する。そのため、加
入者が免許不要ＡＰの範囲内にある時、加入者は低コスト、高速および高品質の音声およ
びデータサービスを享受することができる。さらに、免許要無線システムでは信頼性の高
いサービスとならない建造物奥の場所でハンドセットがサービスを受けることができるた
め、加入者は拡張されたサービス範囲を享受することができる。同時に、加入者は通信を
切断されることなく、免許不要ＡＰの範囲外でローミングすることができる。あるいは、
免許不要ＡＰの範囲外でのローミングにより、継ぎ目の無いセル引継ぎが生じ、そこでは
、米国特許出願第１０／１１５８３３号に詳述され、参照によってその内容を本書に組み
込む免許要無線システムによって、通信サービスが自動的に提供される。
　【００７５】
　移動局１０２は、通信セッションを管理する無線用プロトコルを実行するコンピュータ
プログラムを入れるメモリとマイクロプロセッサ（図示せず）とを含むことができる。図
１Ｂに示すように、一実施例では、移動局１０２は、レイヤ１プロトコル層１４２と、レ
イヤ２プロトコル層１４４と、無線リソース（ＲＲ）サブ層１４６と、移動管理（ＭＭ）
サブ層１４８と、通話管理（ＣＭ）層１５０とを含む免許要無線サービスのレイヤ３シグ
ナリングプロトコル層とを含む。レベル１と、レベル２と、レベル３の層はソフトウェア
・モジュールとして実装でき、ソフトウェア「エンティティ」とも記述されることが理解
される。免許要無線サービスの共通の分類に従い、レイヤ１は物理層、すなわち、無線通
信セッションの物理的ベースバンドである。物理層は、無線インターフェースの最下層で
、物理的無線リンクでビットストリームを転送する機能を提供する。レイヤ２はデータリ
ンク層である。データリンク層は、移動局と基地局コントローラとの間のシグナリングを
提供する。ＲＲサブ層は、移動局が専用モードにある時のＲＲセッションの管理と、無線
チャンネル、パワーコントローラ、不連続送信および受信、セル引継ぎの管理の構成に関
連する。移動性管理層は、加入者の移動によって生じる問題を管理する。移動性管理層は
、例えば、移動局の位置、セキュリティ機能、認証を扱うことができる。通話制御管理層
は、エンドツーエンド通話確立の制御を行う。免許要無線システムのこのような機能は、
無線通信の当業者にとって既知である。
　【００７６】
　移動局はまた、免許不要無線サービス物理層１５２（すなわち、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ、
ＷｉＦｉその他免許不要無線チャンネル（ＷｉＭＡＸ等）等の免許不要無線サービスの物
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理層）を含む。移動局はまた、免許不要無線サービスレベル２リンク層１５４と、免許不
要無線サービス無線リソースサブ層１５６とを含むことができる。アクセス・モード・ス
イッチ１６０は、移動局１０２が免許不要ＡＰ１２８の範囲内にある時、モバイル管理１
４８および通話管理層１５０が免許不要無線サービス無線リソースサブ層１５６と免許不
要無線サービスリンク層１５４にアクセスして、免許要ＲＲサブ層１４６と、免許不要無
線サービスＲＲサブ層１５６との間の切り替えに対応できるようにするため含まれる。
　【００７７】
　免許不要無線リソースサブ層１５６と免許不要リンク層１５４は、免許要および免許不
要無線システムの間の継ぎ目の無いハンドオフを容易にするため選択されたプロトコルに
加えて用いられる、免許不要無線サービス固有のプロトコルを含む。その結果、免許不要
無線リソースサブ層１５６と免許不要リンク層１５４は、移動局交換基地、ＳＧＳＮその
他音声またはデータネットワークの認識する従来の基地局コントローラ・インターフェー
ス・プロトコル１２６と互換の形式に変換する必要がある。
　【００７８】
　図１Ｃを参照すると、本発明の一実施例では、移動局１０２と、ＡＰ１２８と、ＵＭＡ
網制御装置１４０とは、免許不要サービスのレベル１、レベル２、レベル３層を、従来の
基地局サブネットワーク（ＢＳＳ）インターフェース１２６Ｂ（Ａインターフェースまた
はＧｂインターフェース等）に変換するインターフェース変換機能を提供する。プロトコ
ル変換の結果、通信セッションは音声／データネットワーク１０４にトランスペアレント
に確立され、すなわち、音声／データネットワーク１０４は、従来の基地トランシーバ局
の扱う標準通信セッションと同じように、通信セッションのためにその標準インターフェ
ースおよびプロトコルを用いる。例えば、ある実施例では、移動局１０２とＵＭＡ網制御
装置１４０は、ロケーション・更新とサービス・リクエストを開始および転送するよう構
成される。その結果、音声／データネットワーク１０４にとってトランスペアレントなサ
ービスの継ぎ目の無いハンドオフのためのプロトコルが容易化される。これにより、例え
ば、免許要無線サービスと免許不要無線サービスの両方で、単一の電話番号を用いること
ができる。さらに、本発明により、従来は免許要無線サービスを通じてのみ提供されてい
た広範囲なサービスを、免許不要無線サービスを通じて提供することができる。そのため
、ユーザは、従来の電話サービスへもアクセスしながら、広帯域の免許不要無線サービス
がサービス提供する範囲内に移動局が位置する時、潜在的により高い品質のサービスの利
点を得ることになる。
　【００７９】
　免許要無線サービスは、音声／データネットワーク１０４について定義されたＢＳＳイ
ンターフェース・プロトコル１２６を持つあらゆる免許要無線サービスからなる。一実施
例では、免許要無線サービスはＧＳＭ／ＧＰＲＳ無線アクセス・ネットワークであるが、
本発明の実施例は、他の免許要無線サービスを含むことが理解される。本実施例について
は、ＵＭＡ網制御装置１４０は、標準ＧＳＭ　ＢＳＳネットワーク要素が用いる同じ基地
局コントローラ・インターフェース１２６を介してＧＳＭコアネットワーク（中核網）と
相互接続する。例えば、ＧＳＭ適用では、これらインターフェースは、回線交換音声サー
ビスのためのＧＳＭ　Ａインターフェースと、パケット・データ・サービス（ＧＰＲＳ）
のためのＧＳＭ　Ｇｂインターフェースである。本発明のＵＭＴＳ（ユニバーサル・モバ
イル・テレコミュニケーション・システム）適用では、ＵＭＡ網制御装置１４０は、回線
交換音声サービスにはＵＭＴＳ　Ｉｕ－ｃｓインターフェースと、パケット・データ・サ
ービスにはＵＭＴＳ　Ｉｕ－ｐｓインターフェースを用いてＵＭＴＳネットワークと相互
接続する。本発明のＣＤＭＡ適用では、ＵＭＡ網制御装置１４０は、回線交換音声サービ
スにはＣＤＭＡ　Ａ１およびＡ２インターフェースと、パケット・データ・サービスには
ＣＤＭＡ　Ａ１０およびＡ１１を用いてＣＤＭＡネットワークと相互接続する。
　【００８０】
　ＧＳＭ／ＧＰＲＳ実施例では、ＵＭＡ網制御装置１４０は、ＧＳＭ　ＢＳＳネットワー
ク要素としてＧＳＭ／ＧＰＲＳコアネットワークに出現し、そのように管理および動作さ
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れる。この構成では、トランザクション制御（通話処理等）の主要要素は、上位のネット
ワーク要素、すなわち、移動局交換基地１１０ビジター・ロケーション・レジスタ（ＶＬ
Ｒ）とＳＧＳＮ１１４とによって提供される。許可された移動局は、ＡＰ１２８のサービ
スエリア外にある場合はＧＳＭ無線アクセス・ネットワークを介して直接、または、ＡＰ
のサービスエリア内にある場合はＵＭＡネットワークシステムを介して、ＧＳＭ／ＧＰＲ
Ｓコアネットワークにアクセスすることができる。
　【００８１】
　ＵＭＡ構成１００のホストする通信セッションは、音声ネットワーク１１２またはデー
タネットワーク１１６に対してトランスペアレントであるため免許不要無線サービスは、
無線サービス・プロバイダによって一般に提供されるすべてのユーザサービスに対応する
ことができる。ＧＳＭの場合、これは一般に次の基本サービスを含む。テレフォニー、緊
急通話（北米ではＥ９１１等）、ショート伝文、モバイル・ターミネーテッド・ポイント
ツーポイント（ＭＴ／ＰＰ）、ショート伝文、モバイル・オリジネーテッド・ポイントツ
ーポイント（ＭＯ／ＰＰ）、ＧＰＲＳ帯載サービス、およびセル引継ぎ（屋外から屋内、
屋内から屋外、音声、データ、ＳＭＳ、ＳＳ）。さらに、ＧＳＭは、当業で周知の各種補
完的サービスにも対応することができる。
　【００８２】
　図２Ａは、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈシグナリングを介して免許不要無線リンクを提供する移
動局１０２の一実施例のレベル１、レベル２、レベル３、ＧＳＭ関連プロトコル・構成の
全体図である。図示の通り、ＧＳＭ　ＲＲエンティティ２０２と、ＵＭＡ－ＲＲエンティ
ティ２０４の２つの論理無線リソース（ＲＲ）管理エンティティがある。プロトコル・構
成は、ＧＳＭベースバンドのレベル１層２０６、ＧＳＭレベル２のリンク層（ＬＡＰＤｍ
）２０８、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈベースバンドのレベル１層２１０、レイヤ２接続アクセス
手順（Ｌ２ＣＡＰ）層２１２とＢＮＥＰ層２１３とを含むＢｌｕｅｔｏｏｔｈレベル２層
２１１、アクセス・モード・スイッチ２１４、上位層プロトコル２１６を含む。移動局が
ＵＭＡモードで動作している時、ＵＭＡ－ＲＲエンティティ２０４が、指定のサービス・
アクセス・ポイント（ＲＲ－ＳＡＰ）を介して移動性管理（ＭＭ）サブ層にサービスを提
供する現在の「サービング」ＲＲである。ＧＳＭ　ＲＲエンティティは、このモードでは
ＭＭサブ層から離れている。ＵＭＡ－ＲＲエンティティ２０４は新しい機能セットを提供
し、複数のタスクに責任を負う。まず、ＵＭＡ－ＲＲエンティティは、ＵＭＡカバレッジ
の発見とＵＭＡ登録に責任を負う。第２に、ＵＭＡ－ＲＲエンティティは、ＧＳＭ　ＲＲ
層のエミュレーションに責任を負い、期待されるサービス、すなわち、ＲＲ接続の作成、
維持および引き離しをＭＭ層に提供する。ＲＲ－ＳＡＰについて定義された既存のＧＳＭ
０４．０７プリミティブすべてが適用される。ＵＭＡ－ＲＲエンティティ２０４のプラグ
インは、このように上位層プロトコルにトランスペアレントに行われる。第３に、ＵＭＡ
－ＲＲエンティティ２０４モジュールは、ＧＳＭ　ＲＲエンティティと調整して、上述の
出願第１０／６８８４７０号に詳述するように、アクセスモードの切り替えおよびセル引
継ぎを管理する責任を負う。
　【００８３】
　図２Ｂは、情報要素ＥＥ８０２．１１シグナリングを介して免許不要無線リンクを提供
する移動局１０２の一実施例のレベル１、レベル２およびレベル３のＧＳＭ関連プロトコ
ル・構成の全体図である。エンティティおよび層のすべては、図２Ａについて前述したも
のと同じだが、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ層が８０２．１１ＰＨＹ層２１８と、８０２．１１Ｍ
ＡＣ層２２０とに入れ替わっている。
　【００８４】
　図３Ａは、一実施例に従い、回線交換（ＣＳ）ドメイン・シグナリングとＵＭＡ固有シ
グナリングをサポートするＵｐインターフェース・プロトコル・構成を示す。移動局交換
基地サブ層は、伝文転送部（ＭＴＰ）インターフェースＭＴＰ１　３０２、ＭＴＰ２　３
０４、ＭＴＰ３　３０６、シグナリング接続制御部（ＳＣＣＰ）３０８、基地局システム
アプリケーション部（ＢＳＳＡＰ）３１０、移動性管理インターフェース３１２、接続管
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理インターフェース３１４について当業で周知の従来の機能である。
　【００８５】
　ＵＭＡ－ＲＲプロトコルは、移動局１０２とＵＭＡ網制御装置１４０のそれぞれが提供
するＵＭＡ－ＲＲ層２０４を介してＵＭＡ「レイヤ３」シグナリング機能をサポートする
。ＢＳＣのように動作するＵＭＡ網制御装置１４０は、ＵＭＡ－ＲＲプロトコル伝文を終
結し、これら伝文とＡインターフェース伝文　との間の相互作業に責任を負う。
　【００８６】
　移動局１０４とＵＭＡ網制御装置１４０のそれぞれのＵＭＡ－ＲＲ層２０４下の層は、
ＴＣＰ層３１６、リモートＩＰ層３１８、ＩＰＳｅｃ（ＩＰセキュリティ）層３２０を含
む。オプションとして、ＴＣＰ／ＩＰ（図示せず）で走る標準セキュア・ソケット・レイ
ヤ（ＳＳＬ）プロトコルをＩＰＳｅｃ層３２０の代わりの配備することができる。
　【００８７】
　移動局１０２とＵＭＡ網制御装置１４０との間の下位レベルＩＰ接続性は、介入アクセ
ス・ポイント１２８とブロードバンドＩＰネットワーク１３８（すなわち、図１Ａに示す
アクセス・ネットワーク１３８）のホストする適切な層によってサポートされる。ＩＰト
ランスポート層（すなわち、７層ＯＳＩモデル下の従来のネットワーク層３）をサポート
する構成要素は、移動局１０４と、ＡＰ１２８と、ＩＰネットワーク１３８のそれぞれに
ついてトランスポートＩＰ層３２２と、ＵＭＡ網制御装置１４０のＩＰ層３２２Ａを含む
。
　【００８８】
　最下位層（すなわち、物理層およびデータリンク層）では、移動局１０４とＡＰ１２８
が、免許不要下位層３２４を提供するとして描かれる一方、ＡＰ１２８、ＩＰネットワー
ク１３８、ＵＭＡ網制御装置１４０のそれぞれは、適切なアクセス層３２６を提供する。
一般に、アクセス層３２６は従来のイーサネットＰＨＹ層およびＭＡＣ層（情報要素ＥＥ
８０２．３）を含むが、これは限定的ではない。
　【００８９】
　図３Ａおよび図３Ｂに示すように、免許不要下位層３２４は、免許不要無線リンクが、
Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈシグナリングであるか、情報要素ＥＥ８０２．１１シグナリングであ
るかに依存する。図３Ｂに示すＢｌｕｅｔｏｏｔｈ下位層は、図２Ａの移動局構成に対応
し、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈベースバンド層２１０と、Ｌ２ＣＡＰ層２１２と、ＢＮＥＰ層２
１３とを含む。一方、図３Ｃに示す８０１．１１下位層は、図２Ｂの移動局構成に対応し
、８０２．１１ＰＨＹ層２１８と、８０２．１１ＭＡＣ層２２０を含む。
　【００９０】
　図３Ｄは、一実施例によるＧＳＭ音声送信をサポートするＵｐ　ＣＳドメイン音声帯載
・プロトコル・構成を示す。図３Ｄおよび図３Ｃの構成に共通する同様の名称および参照
される構成要素に加えて、ＧＳＭ音声送信をサポートする機能が設けられる。移動局交換
基地１１０については、これら構成要素は、ＧＳＭ音声送信をサポートする従来の構成要
素を含み、物理層３３０およびオーディオ３３２として描かれ、同様の構成要素がＵＭＡ
網制御装置１４０に配備される。移動局１０２とＵＭＡ網制御装置１４０のそれぞれはこ
こで、ＧＥＲＡＮ（ＧＳＭエッジ無線アクセス・ネットワーク）コーデック３３４とＲＴ
Ｐ／ＵＤＰ層３３６とを含む。
　【００９１】
　図３Ｄの構成においては、オーディオはＲＦＣ３２６７およびＲＦＣ３５５１に定義の
ＲＴＰフレーミング・形式にしたがってＵｐインターフェースを流れる。ＵＭＡモードで
動作する場合、ＴＳ２６．１０３に指定するＡＭＲ　ＦＲのサポートに対応する。Ｇ．７
１１等の他のコーデックもサポートする。
　【００９２】
　図３Ｅは、一実施例によるＵｐ　ＧＲＰＳユーザ・プレーン・プロトコル・構成を示す
。Ｕｐ　ＧＰＲＳユーザ・プレーン・プロトコル・構成は、免許不要スペクトルを利用し
たＵＭＡ網制御装置１４０を介したＧＰＲＳシグナリングとデータパケットのトンネリン
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グを有効に可能にするため、移動局１０２とＳＧＳＮ１１８の間のパケット交換トラフィ
ックのためのトンネリング機能をサポートする。
　【００９３】
　図３Ｅに示すように、ＵＭＡ網制御装置１４０とＳＧＳＮ１１４はそれぞれ、ＧＰＲＳ
シグナリングおよびデータパケットをサポートする従来の機能に対応し、物理層３５０、
ネットワーク・サービス層３５２、ＢＳＳＧＰ層３５４を含む。移動局１０２とＵＭＡ網
制御装置１４０はそれぞれ、ＵＤＰ層３５６とＵＭＡ－ＲＬＣ層３５８を含む。移動局１
０２とＳＧＳＮのそれぞれは、ＬＬＣ層３６０とＳＮＤＣＰ層３６２を含む。移動局１０
２はＩＰ層３６４も含む。
　【００９４】
　図３Ｅの構成では、データを搬送するＧＰＲＳ　ＬＬＣ　ＰＤＵ、および上位プロトコ
ルは、移動局１０２とＳＧＳＮ１１４との間でトランスペアレントに搬送される。これに
よって、移動局は、ＧＥＲＡＮ　ＢＳＳにおいてと同じ方法かのようにすべてのＧＰＲＳ
サービスを導くことができる。移動局１０２の既存のすべてのＧＰＲＳアプリケーション
およびＭＭＩは変化しない。ＬＬＣ　ＰＤＵは、移動局１０２からＵＭＡ網制御装置１４
０へＵＭＣ－ＲＬＣ層３５８で搬送され、ＵＭＡ網制御装置１４０はＢＳＳＧＰ伝文を用
いてＳＧＳＮ１１４へＰＤＵを中継する。ＵＭＡ－ＲＬＣ層３５８は、ＵＤＰ層３５６上
を直接走り、ＩＰ帯載・サービスを利用する。
　【００９５】
　図３Ｆは、一実施例によるＧＰＲＳシグナリングに対応するＵｐプロトコル・構成を示
す。この構成では、上位プロトコル（上位層３６６を含む）でのシグナリングのためのＧ
ＰＲＳ　ＬＬＣ　ＰＤＵが移動局１０２とＳＧＳＮ１１４との間でトランスペアレントに
搬送される。これによって、移動局はＧＥＲＡＮ　ＢＳＳに接続されているかのように同
じ方法ですべてのＧＰＲＳサービスを取得することができる。ＧＰＲＳ－ＲＬＣプロトコ
ルは、（上位層の視点で）同等なＵＭＡ－ＲＬＣプロトコルと置き換えられる。ＴＣＰ層
３５７によって信頼性を確保する。ＧＥＲＡＮ　ＢＳＳ同様、ＢＳＣとして動作するＵＭ
Ａ網制御装置は、ＵＭＡ－ＲＬＣプロトコルを終結し、ＢＳＳＧＰを用いてＧｂインター
フェースにインターワークする。
　【００９６】
　前述のように、移動局は、例えば無線電話、スマートフォン、携帯端末、またはモバイ
ルコンピュータである。移動局はまた、総合デジタル通信網（ＩＳＤＮ）またはアナログ
音声通話サービス（ＰＯＴＳ）端末を無線システムに接続するための端末アダプタ機能セ
ットを提供する固定無線装置でよい。
　【００９７】
　上記に一覧した以外の端末アダプタを本発明の実施例に採用することができる。例えば
、（１）ＰＯＴＳ電話以外のコードレス電話をサポートする端末アダプタ、（２）セッシ
ョン開始プロトコル（ＳＩＰ）電話をサポートする端末アダプタ、および（３）コード付
きハンドセットと、デスク電話等のユーザインターフェースも一体化する端末アダプタが
ある。それぞれについて、本書で記載する発明は、これら端末アダプタ機能を、免許不要
ネットワークを介して無線システムに接続できる方法について記述する。
　【００９８】
　他の標準Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ機能と本発明の実施例を共に用いることが可能である。例
えば、１個のＢｌｕｅｔｏｏｔｈ装置（自動車の埋め込み式携帯電話サブシステム等）が
、別のＢｌｕｅｔｏｏｔｈ装置（ユーザの通常の携帯電話）にあるＳＩＭにアクセスでき
るようにする「ＳＩＭアクセス・プロファイル」と呼ばれるＢｌｕｅｔｏｏｔｈ標準機能
があり、第１の装置がＳＩＭ（すなわち、ユーザの通常の通話電話のもの）と関連した「
パーソナリティ」を取得することができる。上記実施例は、端末アダプタ取り付け装置（
ＰＯＴＳ電話等）にユーザの携帯電話のパーソナリティを与えるため、この標準機能を利
用することができる。
移動管理
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【００９９】
　ＵＭＡ網制御装置１４０は、ＧＳＭ　ＢＳＣと同等の機能を提供し、１個以上の（バー
チャルな）ＵＭＡセルを制御する。一実施例では、ＵＭＡ網制御装置あたり単一のＵＭＡ
セル、別の実施例では、ＵＭＡ網制御装置に接続されたアクセス・ポイントあたり１個の
ＵＭＡセルである。利用が期待されるＡＰが多数になる後者の実施例はあまり望ましくな
いため、ＵＭＡ構成は、ＵＭＡセルへのＡＰの柔軟なグルーピングを許可する。各ＵＭＡ
セルはセル・グローバル識別子（ＣＧＩ）によって識別され、未使用の絶対無線周波数チ
ャンネル番号（ＡＲＦＣＮ）が各ＵＭＡセルに割り当てられる。各ＵＭＡセルは、移動局
交換基地がサービスを提供する特定のＧＳＭロケーション・エリアに関連させることによ
って物理的境界にマッピングすることができる。ＵＭＡセルにマッピングされたロケーシ
ョン・エリア内のＧＳＭセルは、そのＵＭＡセルについてＡＲＦＣＮからＣＧＩへのマッ
ピングで構成される。さらに、このＡＲＦＣＮは、ＧＳＭセルによるＢＡリストに広告し
てセル引継ぎを許可することができる。ＵＭＡセルは、既存ＧＳＭセルと同じロケーショ
ン・エリア識別子（ＬＡＩ）、あるいは、ＵＭＡセルについて新しいＬＡＩを用いること
ができる。移動局がＩＮＣを介して登録が周知である場合、後者はＧＳＭセルでの呼要求
を減らすのに有益である。上記は、ＧＰＲＳルーチング・エリアとルーチング・エリア識
別子（ＲＡＩ）に同様にあてはまる。
ＵＭＡ　ＣＰＥアドレス指定
　【０１００】
　顧客構内設備（ＣＰＥ）は、移動局とアクセス・ポイント（ＡＰ）とを含み、これを介
して移動局がＵＭＡサービスのためにＵＭＡ網制御装置にアクセスできることができる。
ＵＭＡ　ＣＰＥアドレス指定パラメータは、下記に記載するパラメータを含むことができ
る。
　【０１０１】
　ＵＭＡ　ＣＰＥアドレス指定は、パラメータとしてモバイル設備のＳＩＭと関連する国
際モバイル加入者アイデンティティ（ＩＭＳＩ）を含む。ＩＭＳＩは、Ｕｐインターフェ
ースを介してＵＭＡ網制御装置にＵＭＡサービスを要求した時、ＵＭＡ移動局によってＵ
ＭＡ網制御装置に与えられる。ＧＳＭ　ＢＳＣと異なり、ＵＭＡ網制御装置はＵＭＡモー
ドで動作する各移動局についてコンテキストを管理する。そのため、ＵＭＡ網制御装置は
各サービス対象移動局の記録を保持する。例えば、ＩＭＳＩをＵＭＡ網制御装置が用いて
、ＵＭＡ網制御装置がＢＳＳＭＡＰ呼要求　を受信した時、適切な移動局の記録を探すこ
とができる。
　【０１０２】
　ＵＭＡ　ＣＰＥアドレス指定は、パラメータとしてモバイル設備の免許不要インターフ
ェースと関連するアドレス（８０２．１１ＭＡＣアドレス等）を含む。この識別子は、Ｕ
ＭＡ網制御装置がＵｐインターフェースを介してＵＭＡサービスを要求した時、ＵＭＡ移
動局によってＵＭＡ網制御装置に与えられる。ＵＭＡ網制御装置は、このアドレスをＩＭ
ＳＩの代替として用いて、Ｕｐインターフェース上のＩＭＳＩの転送を限定したり、伝文
　のルーチングを支援することができる。
　【０１０３】
　ＵＭＡ　ＣＰＥアドレス指定はまた、パラメータとしてサービングＧＰＲＳサポート・
ノード（ＳＧＳＮ）によって移動局に割り当てられた一時的論理リンク識別子（ＴＬＬＩ
）を含む。この識別子は、標準Ｇｂインターフェース手順を介して与えられる。ＵＭＡ網
制御装置は、各サービス対象移動局についてこのアドレスを追跡して、ＧＳＭのＧｂイン
ターフェース手順を（ダウンリンクＧＰＲＳパケットが正しい移動局にルーチングされる
よう）サポートすることができる。
　【０１０４】
　ＵＭＡ　ＣＰＥアドレス指定はまた、パラメータとしてアクセス・ポイントＩＤ（ＡＰ
－ＩＤ）を含む。ＡＰ－ＩＤは、移動局がそこを通じてＵＭＡサービスにアクセスしてい
る免許不要モードアクセス・ポイントのＭＡＣアドレスでよい。この識別子は、ＵＭＡ網
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制御装置がＵｐインターフェースを介してＵＭＡサービスを要求した時、ＵＭＡ移動局に
よってＵＭＡ網制御装置に与えられる。ＡＰ－ＩＤは、サービスにアクセスしているＡＰ
に基づき、ＵＭＡ網制御装置がユーザへのロケーションサービス（強化９１１サービス等
）に対応するために用いることができる。ＡＰ－ＩＤはまた、サービス・プロバイダが用
いて、ＵＭＡサービスへアクセスを許可されたＡＰのみに制約することができる。
　【０１０５】
　利用可能な他のＣＰＥアドレス指定パラメータは、Ｕｐインターフェースのセキュリテ
ィ要件で決まる（トンネリングしたＩＰＳｅｃ接続を介して伝文ルーチングのためＵＭＡ
移動局ＩＰアドレスを管理する必要、または、ＵＭＡ網制御装置によって移動局に割り当
てられたローカル証明書を管理する必要等）。
ＵＭＡセル識別
　【０１０６】
　ＧＳＭ／ＧＰＲＳでの移動管理機能を容易にするため、カバレッジ・エリアを、ロケー
ション・エリア（ＧＳＭ）およびルーチング・エリア（ＧＰＲＳ）と呼ばれる論理登録エ
リアに分けることができる。移動局は、サービス提供するロケーション・エリア（または
ルーチング・エリア）が変わるたびにネットワークに登録する必要がある。１以上のロケ
ーション・エリア識別子（ＬＡＩ）を、キャリアのネットワークの各ビジテッド・ロケー
ション・レジスタ（ＶＬＲ）と関連させることができる。同様に、１以上のルーチング・
エリア識別子（ＲＡＩ）を単一のＳＧＳＮで制御することができる。
　【０１０７】
　一実施例では、ＧＳＭセルは、ロケーションまたはルーチング・エリア識別にセルアイ
デンティティ（ＣＩ）を付加することによりロケーションまたはルーチング・エリア内で
識別する。セル・グローバル識別（ＣＧＩ）は、ロケーション・エリア識別とセル・アイ
デンティティの連結である。一実施例では、セル・アイデンティティはロケーション・エ
リア内で一意である。
セル識別へのＵＭＡアプローチ例
　【０１０８】
　ＵＭＡセル識別アプローチの一例を以下に述べる。この実施例では、単一のＵＭＡ網制
御装置が１以上のＵＭＡロケーション・エリアおよび１以上のＵＭＡルーチング・エリア
にサービスを提供し、各ＵＭＡロケーション・エリア（またはルーチング・エリア）は、
オーバラップするＧＳＭセルのロケーション・エリア（またはルーチング・エリア）と異
なるか、または同一である。ＵＭＡセルは、セル・アイデンティティ（ＣＩ）をロケーシ
ョンまたはルーチング・エリア識別に付加することにより、ＵＭＡロケーションまたはル
ーチング・エリア内で識別される。ＵＭＡセル・グローバル識別（ＵＭＡ－ＣＧＩ）は、
ロケーション・エリア識別とセル・アイデンティティの連結である。一実施例では、ＵＭ
Ａセルは、ＵＭＡ－ＣＧＩ値によって識別されるＵＭＡカバレッジ・エリア全体の予め定
義されたパーティションである。セル識別は、ＵＭＡ情報同様、ＡＰが関連するＵＭＡ－
ＣＧＩ値を意識しないよう、ＡＰに対してトランスペアレントでよいことに注意する。Ｕ
ＭＡ構成要素（移動局やＵＭＡ網制御装置）は、ＵＭＡカバレッジ・エリア全体をパーテ
ィションする能力をサポートする。
　【０１０９】
　パーティション方法は、ＧＳＭセル・アイデンティティとＵＭＡセル・アイデンティテ
ィの間の１対１または多対１対応の実装を含むことができる。特定のエリアでの優先ＧＳ
Ｍセルの識別を考えると、例えばＵＭＡ網制御装置プロビジョニングに基づき対応するＵ
ＭＡセル・アイデンティティを決定することができる。１対１関係の例は、ＵＭＡセルへ
のＧＳＭセルのマッピングである。多対１関係の一例は、ＵＭＡセルへのＧＳＭロケーシ
ョン・エリア（および関連するＧＳＭセル）のマッピングである。
　【０１１０】
　ＵＭＡ移動局がＵＭＡサービスのためＵＭＡ網制御装置に接続すると、これは、ＣＧＩ
値と、（任意で）現在のＧＳＭキャンピングセルと、ネイバーセルのパス・ロス基準パラ
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メータ（Ｃ１）をＵＭＡ網制御装置に送信する。ＵＭＡ網制御装置は、ＵＭＡ網制御装置
にプロビジョンされたマッピングロジックに基づき、対応するＵＭＡセルのＣＧＩ値にＧ
ＳＭキャンピングセルのＣＧＩ値をマッピングする。これは、１対１のマッピング（ＧＳ
Ｍセルあたり１個のＵＭＡセルの場合）または多対１のマッピング（ＧＳＭロケーション
・エリアあたり１個のＵＭＡセルの場合）の場合がある。ＵＭＡサービスエリアにＧＳＭ
カバレッジが１つもない場合、ＵＭＡ網制御装置はデフォルトの「ＧＳＭカバレッジなし
」ＵＭＡセルに移動局を割り当てる。単一ＵＭＡ網制御装置が１個の移動局交換基地にサ
ービスを提供することができる。これは、前述のように、単一装置で複数のＵＭＡ網制御
装置「インスタンス」を組み合わせるＵＭＡ網制御装置実施例を排除しない（多数の移動
局交換基地にサービスを提供するＵＭＡ網制御装置等）。各ＵＭＡ網制御装置はまた、Ｇ
ＳＭからＵＭＡへのセル引継ぎに用いる一意の「ＵＭＡセル引継ぎＣＧＩ」値を割り当て
られる。例えば、これはＧＳＭ　ＲＡＮ　ＢＳＣのＡＲＦＣＮからＣＧＩへの表および移
動局交換基地（ＵＭＡ網制御装置を指す）で与えられる値でよい。
ＵＭＡ動作構成
　【０１１１】
　一実施例では、少なくとも３つのＵＭＡ動作構成が識別される。共通するコア構成では
、ＵＭＡ　ＬＡＩとアンブレラＧＳＭ　ＲＡＮ　ＬＡＩ（加入者の近隣へのサービス提供
等）は異なることがあり、ネットワークは、同一のコアネットワーク・エンティティ（Ｎ
ＳＣとＳＧＳＮ等）がＵＭＡセルとアンブレラＧＳＭセルの両方にサービス提供するよう
構築される。この構成の利点は、ＵＭＡ動作領域とＧＳＭ動作領域間の加入者の移動によ
って、システム間（ＭＡＰ等）シグナリングが生じないことである（位置再確認とセル引
継ぎは移動局交換基地内）。
　【０１１２】
　別個コア構成では、ＵＭＡ　ＬＡＩとアンブレラＧＳＭ　ＲＡＮ　ＬＡＩは異なり、ネ
ットワークは、異なるコアネットワーク・エンティティがＵＭＡセルとアンブレラＧＳＭ
セルにサービス提供するよう構築される。この構成の利点は、ＵＭＡとＧＳＭネットワー
クの構築が、共通コア構成よりも独立できる点である。
　【０１１３】
　共通ＬＡＩ構成では、ＵＭＡ　ＬＡＩおよびＧＳＭ　ＲＡＮ　ＬＡＩは同一である（同
じＬＡＩ内に異なるセル）。この構成の利点は、ＵＭＡカバレッジ・エリアとＧＳＭカバ
レッジ・エリアの間の（アイドル中の）加入者の移動によって、ロケーション・更新・シ
グナリングが生じず、ＵＭＡモードリソースが一時的に利用不可能な場合（呼要求への応
答等）、移動局がＧＳＭモードに容易に切り替わることができる点である。この詳細およ
び前述の別個コア構成については、出願第１０／６８８４７０号に記載される。
ＵＭＡ登録および登録取り消し
　【０１１４】
　一実施例では、前述のように、ＵＭＡ登録プロセスはＰＬＭＮインフラへのシグナリン
グを採用せず、ＵＭＡシステム内に入っている（すなわち、移動局とＵＭＡ網制御装置間
）。ＵＭＡ登録プロセスは少なくとも２つの目的を果たす。移動局が特定のＡＰを通じて
接続され、特定のＩＰアドレスで利用可能であることをＵＭＡ網制御装置に通知すること
ができる。ＵＭＡ網制御装置は、この情報を、例えばモバイル・ターミネーテッド通話に
ついて追跡する。登録プロセスはまた、ＡＰにおけるＵＭＡサービスに関連する動作パラ
メータを移動局に与えることができる。これは、ＧＳＭセルで移動局にシステムパラメー
タを送信するＧＳＭブロードキャスト制御チャンネル（ＢＣＣＨ）の利用に類似する。Ｕ
ＭＡモードに適用可能なＧＳＭシステム情報伝文の内容は、ＵＭＡ登録プロセス中、移動
局に配信される。
　【０１１５】
　同様に、ＵＭＡ登録取り消しプロセスによって、移動局はそれがＵＭＡモードを出るこ
とを明示的にＵＭＡ網制御装置に知らせることができ、ＵＭＡ網制御装置は移動局に割り
当てられた可能性のあるリソースを解放することができる。ＵＭＡ網制御装置はまた、移
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動局へのセキュアなチャンネルが突然終結される暗示的なＵＭＡ登録取り消しをサポート
する。
ＵＭＡリダイレクト
　【０１１６】
　一実施例では、前述のように、ＵＭＡ移動局がＵＭＡサービスのためにＵＭＡ網制御装
置に接続すると、これは現在のＧＳＭキャンピングセルとネイバーセルのＣＧＩ値とパス
・ロス基準パラメータ（Ｃ１）をＵＭＡ網制御装置に送信する。この情報と、内部データ
ベース情報を用いて、ＵＭＡ網制御装置はこれが移動局の正しいサービングＵＭＡ網制御
装置であるか否か判断することができ、正しいサービングＵＭＡ網制御装置でない場合、
正しいＵＭＡ網制御装置に移動局をリダイレクトすることができる。正しいサービングＵ
ＭＡ網制御装置は、そのＵＭＡサービスエリアが移動局のアンブレラＧＳＭカバレッジと
重なるＵＭＡ網制御装置でよい。一実施例では、正しいサービングＵＭＡ網制御装置は、
アンブレラＧＳＭセルが属するＧＳＭ　ＢＳＣと同じ移動局Ｃに帰属する。別の実施例で
は、正しいサービングＵＭＡ網制御装置は、移動局にアンブレラＧＳＭカバレッジを提供
する移動局Ｃにセル引継ぎする別の移動局Ｃに帰属し、ＵＭＡ網制御装置がＧＳＭとコー
ルをセル引継ぎできるようにする。ＧＳＭセルのロケーションに結びつけることのできる
一部ロケーションベースのサービス（Ｅ９１１フェーズ１等）も使用可能にできる。ＵＭ
Ａ網制御装置の用いる内部データベースは、サービングＵＭＡ網制御装置にＧＳＭロケー
ション・エリアをマッピングし、管理する必要のあるデータ量を保全することができる。
このデータベースは、新しいＵＭＡ網制御装置または新しいＧＳＭロケーション・エリア
が付加された時にのみ変更すればよい。
　【０１１７】
　移動局がＵＭＡサービスのためにＵＭＡ網制御装置に接続した時、ＧＳＭカバレッジが
利用不可能であった場合、インスタンスによっては、ＵＭＡ網制御装置は正しいサービン
グＵＭＡ網制御装置に移動局を割り当て目的で（セル引継ぎとロケーションベースサービ
スを可能にする等）移動局の位置を信頼性高く決定できない場合がある。ＵＭＡ網制御装
置は、この場合、オペレータがサービスポリシーを決定することを許可する（オペレータ
は、移動局のユーザインターフェース表示によって、ユーザに一定の制限付きサービスを
提供することができる等）。ＵＭＡ登録およびリダイレクト手順のさらなる詳細について
は後述する。
ＵＭＡ移動局アイドルモード行動
　【０１１８】
　前述のように、ＵＭＡ装置は、図４に示すような異なる無線環境に遭遇することがある
。第１の環境では、ＧＳＭとＵＭＡのカバレッジ・エリアは完全に別個で重なり合わない
。第２の実施例では、ＧＳＭとＵＭＡのカバレッジは部分的に重なり合う。第３の実施例
では最も一般的なもので、ＵＭＡカバレッジはＧＳＭカバレッジ内に包含される。ＵＭＡ
装置は、これら環境のいずれでもパワーオンされ、さらに多くの帰属状態で遷移する。
　【０１１９】
　パワーオン時で、移動局がアイドルでいかなる種類のカバレッジもない時、移動局はＧ
ＳＭおよびＵＭＡ無線カバレッジ両方をスキャンする。ＧＳＭカバレッジが検出されると
、通常のＧＳＭ移動性管理手順が開始される。この条件は、ＧＳＭカバレッジが検出され
た時ＵＭＡカバレッジが移動局によって検出されない場合、またはＵＭＡ登録プロセス完
了前にあてはまる。ＵＭＡカバレッジが検出されると、ＵＭＡ移動局は、ＡＰへの免許不
要無線リンク（ＷＬＡＮリンク等）を確立し、信号品質をモニタする。移動局で受信した
信号レベルが予め定義された閾値を超えると、移動局はＵＭＡ登録手順を実行する。返さ
れた情報に基づき、移動局は、フルネットワーク登録が必要か否か、必要な場合、どの種
類（ＧＳＭかＧＳＭ／ＧＰＲＳの組み合わせか）を判断する。この手順は、ＧＳＭカバレ
ッジが存在しない場合、またはＧＳＭカバレッジ検出前にＵＭＡカバレッジが検出された
場合にあてはまる。
　【０１２０】
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　移動局がＧＳＭカバレッジ中でアイドルの時で、ＵＭＡカバレッジがない場合、移動局
はＵＭＡカバレッジを定期的にスキャンする。ＵＭＡカバレッジが検出されると、移動局
は前述のＵＭＡ登録手順を開始する。
　【０１２１】
　移動局がＵＭＡカバレッジ中でアイドルであり、ＧＳＭカバレッジがない場合、移動局
は通常のＧＳＭ　ＰＬＭＮサーチ手順の実行を続ける。ＧＳＭカバレッジが検出されると
、移動局は、前述のように可能なＵＭＡリダイレクトを求めて、ＵＭＡ網制御装置にＧＳ
Ｍセル情報を送ることができる。あるいは、移動局は、電力節減のため通常のＧＳＭ　Ｐ
ＬＭＮサーチ手順を使用禁止にすることができる。
　【０１２２】
　移動局がＵＭＡカバレッジ中でアイドルであり、ＧＳＭカバレッジがある場合、移動局
は通常のＧＳＭセル再選択手順の実行に進み、必要な場合は、ＧＳＭモードへの遷移速度
を上げるため、選択したＧＳＭセルの識別を保存することができる。あるいは、移動局は
電力節減のため通常のＧＳＭセル再選択手順を使用禁止にすることができる。
　【０１２３】
　ＵＭＡカバレッジ中でパワーオフの時、移動局がＰＬＭＮにＵＭＡＮを介してデタッチ
表示を送ることができる（ＰＬＭＮネットワークで必要か、あるいはパワーオフに移動局
が通常送る場合等）。この表示は、動作の現在のＧＳＭモード毎にエンコーディングされ
る（ＧＳＭまたはＧＰＲＳ）。
　【０１２４】
　ＵＭＡ環境は、情報要素ＥＥ　８０２．１１環境でもよい。この場合、移動局は利用可
能な８０２．１１ＡＰについてアクティブなスキャンを定期的に実行する。ＡＰが発見さ
れたら、保存されたユーザの好みのプロファイルやセキュリティ証明書と照合され、その
場合、移動局は自動的にＡＰと関連付けられる。移動局は、低電力スリープモードに入り
、定期的にウェイクアップして、ＵＭＡ登録をトリガする時を決定するため信号品質を測
定する。
　【０１２５】
　ＵＭＡ環境は、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ環境でもよい。この場合、移動局は、ＵＭＡサービ
スにアクセスするＢｌｕｅｔｏｏｔｈ　ＡＰを前もって一組になっている。移動局は定期
的にページスキャン受信モードに入り、ＡＰ送信ページに応答して、リンクレベル接続を
確立する。リンクレベル制御チャンネルが確立され、移動局がアクティブでなくなったら
、低電力Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ状態（パークモード等）に入り、電力を節減することができ
る。ＡＰは定期的に移動局にポーリングして、アクティブ電力モードに再度入れるように
する。この定期的なトラフィックを移動局も利用して、ＵＭＡ登録手順を実行する時を決
定するため信号品質を測定する。
ＵＭＡ移動局専用モードの行動
　【０１２６】
　音声通話、データトランザクションまたは同時音声／データトランザクションに利用さ
れるＵＭＡ装置は、ＧＳＭカバレッジからＵＭＡカバレッジまたはＵＭＡカバレッジから
ＧＳＭカバレッジへの遷移に遭遇する場合がある。一実施例では、ＧＳＭからＵＭＡへカ
バレッジが遷移する時、通話は、ＧＳＭ　ＲＡＮとＵＭＡＮとの間でトランスペアレント
にセル引継ぎされる。音声の場合、セル引継ぎはセル引継ぎ機能によって達成される。デ
ータの場合、セッション管理制御が、ＧＰＲＳと共通のエンドユーザ経験を与えることが
できる。通常の登録行為は、適宜、アイドル状態に戻った時に発生する。ＵＭＡからＧＳ
Ｍカバレッジへカバレッジが遷移する時、通話はＵＭＡＮとＧＳＭ　ＲＡＮとの間でトラ
ンスペアレントにセル引継ぎされる。音声の場合、セル引継ぎはセル引継ぎ機能によって
達成される。データの場合、セッション管理制御が、ＰＲＳのものと共通のエンドユーザ
経験を与えることができる。
重要移動性管理コンセプトのまとめ
　【０１２７】
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　図５は、一実施例の移動性管理機能を示す。図５において、免許不要ネットワーク・コ
ントローラＵＭＡ網制御装置－１は、ＧＳＭロケーション・エリアＬＡ－１１からＬＡ－
２３に関連するＵＭＡセルについてサービングＵＭＡ網制御装置である。ＵＭＡ網制御装
置－１は、ＧＳＭロケーション・エリアＬＡ－１ｘをＵＭＡセルＵＭＡ　ＣＧＩ－１０１
へ、およびＧＳＭロケーション・エリアＬＡ－２ｘをＵＭＡ　ＣＧＩ－１０２へマッピン
グする免許不要ネットワーク・コントローラＵＭＡ網制御装置－３は、ロケーション・エ
リアＬＡ－３１からＬＡ－３３に関連するＵＭＡセルについてサービングＵＭＡ網制御装
置である。ＵＭＡ網制御装置－３は、ＧＳＭロケーション・エリアＬＡ－３ｘをＵＭＡセ
ルＵＭＡ　ＣＧＩ－３０１へマッピングする。移動局ＭＳ－１は、ＵＭＡセルＵＭＡ－Ｃ
ＧＩ－１０１に入る（ＧＳＭ　ＬＡ－１ｘがＵＭＡ－ＣＧＩ－１０１にマッピングされて
いるため）。移動局ＭＳ－２は、ＵＭＡセルＵＭＡ－ＣＧＩ－１０２に入る（ＧＳＭ　Ｌ
Ａ－２ｘがＵＭＡ－ＣＧＩ－１０２にマッピングされているため）。移動局ＭＳ－３は、
ＵＭＡセルＵＭＡ－ＣＧＩ－３０１に入る（ＧＳＭ　ＬＡ－３ｘがＵＭＡ－ＣＧＩ－３０
１にマッピングされているため）。移動局ＭＳ－４がＵＭＡ網制御装置－１に接続される
と、ＵＭＡセルＵＭＡ－ＣＧＩ－１９９に入る（ＧＳＭカバレッジなし）。移動局ＭＳ－
４がＵＭＡ網制御装置－３に接続されると、ＵＭＺセルＵＭＺ－ＣＧＩ－３９９に入る（
ＧＳＭカバレッジなし）。移動局ＭＳ－１およびＭＳ－２はリダイレクトなしにＵＭＡ網
制御装置－１に接続できる。移動局ＭＳ－３がＵＭＡ網制御装置－１に接続しようとする
と、ＵＭＡ網制御装置－３にリダイレクトされる。
ＵＭＡ無線リソース伝文と伝文形式
　【０１２８】
　本発明の様態に従い、ＵＭＡ無線リソース伝文と、移動局の移動性に対応し、これを管
理する伝文形式の詳細について以下に述べる。各伝文の形式は例として示すもので、この
形式は、特定の実施例に含まなければならないか、および／または含むことができる情報
要素を単に示すものであり、情報要素の一部は任意である。
　【０１２９】
　ＵＭＡ－ＲＲ伝文は、ＴＣＰ接続を用いてＵｐインターフェースで運ばれる。ＵＭＡ－
ＲＲ伝文形式は、ＧＳＭ０４．０７に定義される標準ＧＳＭレイヤ３伝文　構造に従う。
各伝文は次の要素から構成される。
１．ＵＭＡ－ＲＲプロトコル判別子：ＧＳＭ　ＲＲプロトコルとの相互作用を容易にし、
一実施例では、ＵＭＡ－ＲＲプロトコルはＧＳＭ　ＲＲと同じプロトコル判別子を再利用
し、各ＵＭＡ－ＲＲ伝文の第１オクテットのビット３からビット０の０１１０の２進数列
である。これは単なる例示であり、特定の実施例により、他の数列も使用可能である。
２．スキップ表示子：一実施例では、各ＵＭＡ－ＲＲ伝文の第１オクテットのビット５と
８にスキップ表示子が含まれる。００００以外のスキップ表示子付きで受信したＵＭＡ－
ＲＲ伝文は無視される。ＵＭＡ－ＲＲエンティティは、００００として常にスキップ表示
子をエンコードする。
３．伝文タイプ：伝文タイプ情報要素とその利用法は、ＧＳＭ０４．０７に定義される。
一実施例のＵＭＡ－ＲＲ伝文タイプは、以下の表１に一覧される。
４．ＵＭＡ－ＲＲ接続表示子（ＵＣＩ）：ＵＣＩを用いて、接続における次の伝文に対し
てＵＭＡ－ＲＲ接続における第１伝文を明示的に表示するために用いられる。これにより
、移動局とＵＭＡ網制御装置がそれぞれのＵＭＡ－ＲＲ接続状態を同期させることができ
る。
　ｉ．移動局は通常、ＵＣＩを「１」の値に設定し、その伝文が新しいＵＭＡ－ＲＲ接続
における第１であることを示す。
　ｉｉ．ただし、ＵＭＡ接続が緊急通話用である場合、移動局はＵＣＩを「９」の値に設
定する。これにより、ＵＭＡ網制御装置は緊急通話関連のＵＭＡ－ＲＲ接続要求を優先す
ることができる。
　ｉｉｉ．ＵＭＡ－ＲＲ接続に関連するすべての他の伝文では、移動局はＵＣＩを「０」
の値に設定する。
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　ｉｖ．例えば、移動局のＭＭサブ層が新しいＵＭＡ－ＲＲ接続を要求してから、ＣＭＳ
ＥＲＶＩＣＥ－ＲＥＱＵＥＳＴ伝文を送信する場合、移動局のＵＭＡ－ＲＲエンティティ
はＵＣＩ＝１を設定する。ＭＭサブ層が既存のＵＭＡ－ＲＲ接続を再利用してＣＭＳＥＲ
ＶＩＣＥ－ＲＥＱＵＥＳＴ伝文を送信する場合、移動局のＵＭＡ－ＲＲエンティティはＵ
ＣＩ＝０を設定する。ＵＣＩを用いて、ＵＭＡ－ＲＲセッションのリソースの暗示的割り
当てを示す。
５．必要に応じて、その他情報要素。
　ｉ．プレゼンスコラムは、情報要素が必須（「Ｍ」）、任意（「Ｏ」）または条件付有
り（「Ｃ」）のいずれであるかを示す。
　ｉｉ．形式コラムは、情報要素の形式方法を示す。「ＴＬＶ」はタグ長さ値形式、「Ｌ
Ｖ」は、長さ値、「Ｖ」は値のみである。情報要素のタグも、情報要素識別子（ＩＥＩ）
として参照される。必須情報要素は、長さが固定か可変かによって、「Ｖ」または「ＬＶ
」形式を用いる。任意または条件付情報要素は常に「ＴＬＶ」形式を用いる。
５．長さ表示子。一実施例では、別個の長さ表示子情報要素を用いてある伝文の長さを指
定する。別の実施例では、基礎となるトランスポート層を用いて各伝文の長さ表示を行う
。そのため、別個長さ表示子情報要素はこの伝文形式には含まれない。両タイプの形式を
、本書に開示するＵＭＡ無線リソース伝文によって示す。
【表１】
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　【０１３０】
図６Ａから図６Ｃは、各種登録シナリオにおいて、移動局とＵＭＡ網制御装置との間で（
その間のＡＰ接続を介して）パスされる伝文のシーケンス例を示す。異なる要素の間でパ
スされる伝文と関連する信号を、関係する通信システムの要素に矢じりをつなげた水平の
矢印で示す。矢印がある要素を通過し、矢じりが示されない場合、この要素は、通過とし
て機能する。図６Ａから図６Ｃに関連する図１のシステム・構成の特定の要素は、左から
右へ、移動局（移動局１０２）、アクセス・ポイント（ＷＬＡＮ　ＡＰ１２８）、第１Ｕ
ＭＡ網制御装置（１４０Ａ）および第２ＵＭＡ網制御装置（１４０Ｂ）である。
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　【０１３１】
　登録プロセス前に、各種オペレーションを実行し、移動局１０２とＡＰ１２８との間に
接続を確立してから、移動局１０２とＵＭＡ網制御装置１４０との間に接続を確立する。
図６ＡのステップＡにおいて、移動局１０２はＡＰ１２８のカバレッジ範囲に入り、ＡＰ
と無線リンクを確立する。例えば、この無線リンクは、情報要素ＥＥ８０２．１１または
Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈプロトコルによる免許不要周波数を用いたＷＬＡＮ接続でよい。ステ
ップＢにおいて、移動局は接続を確立するためのＵＭＡ網制御装置を探す。これは、ＵＭ
Ａ網制御装置のＤＮＳ（ドメイン・ネーム・システム）クエリを実行することによって行
うことができる。これによって、第１ＵＭＡ網制御装置のＩＰアドレスとの接続を開始す
る。移動局は、利用した最後のＵＭＡ網制御装置　ＩＰアドレスであるから、デフォルト
のＵＭＡ網制御装置であるから、または当初の登録のために移動局が割り当てられたホー
ムＵＭＡ網制御装置であるから、またはＡＰおよびＣＧＩによってインデックスされた接
続ＵＭＡ網制御装置のキャッシュから選んだものであるからという理由で、第１のＵＭＡ
網制御装置を選択することができる。ステップＣにおいて、ＵＭＡ網制御装置と移動局は
セキュアなＴＣＰ接続を確立する。移動局とＵＭＡ網制御装置との間のＩＰＳｅｃセキュ
リティ手順は、図６Ａから図６Ｃでは未知であることに注意する。
　【０１３２】
　ステップＤにおいて、移動局はＵＭＡ　ＵＭＡ無線リソース登録要求伝文６００として
具現化される登録要求をＵＭＡ網制御装置に送信する。ＵＭＡ無線リソース登録要求伝文
６００の一実施例を図７に示す。図解のため、本書に図示する各伝文形式は、情報要素Ｉ
（情報要素識別子）コラム、情報要素コラム、タイプ／リファレンスコラム、プレゼンス
コラム、形式コラム、長さコラム、値コラムを含む。実際の伝文は、それぞれの特定の伝
文形式に従い、適切な情報要素値と共に伝文タイプを識別する値を含むことに注意する。
また、本書に記載する伝文のそれぞれ同様、ＵＭＡ無線リソース登録要求伝文６００は、
ＵＭＡ　ＲＲプロトコル判別子情報要素、スキップ・表示子情報要素、伝文タイプ情報要
素（このインスタンスではＵＲ登録要求）およびＵＣＩ　情報要素を含む。本書において
は、これら４つの情報要素は「基本的」情報要素として、各伝文形式に含まれることを示
す。
　【０１３３】
　基本的情報要素に加えて、ＵＭＡ無線リソース登録要求伝文６００は移動局認証情報要
素、ＧＳＭ　ＲＲ状態情報要素、ＧＰＲＳクラス・ケイパビリティ情報要素、セル識別子
リスト情報要素、ＣＩリスト情報要素、ＡＰ識別子情報要素、ＡＰロケーション情報要素
を含む。モバイル・アイデンティティ情報要素は必須で、Ｉ移動局ＩまたはＩ移動局Ｉが
利用できない場合、ＩＭＥＩを利用する。ＧＳＭ　ＲＲ状態情報要素は、現在のＧＳＭ　
ＲＲエンティティ状態を示すために含まれる。ＧＰＲＳクラス・ケイパビリティ情報要素
は、移動局のＧＰＲＳクラス・ケイパビリティを示すために含まれる。セル識別子情報要
素は、有効なＧＳＭセル情報がＵＭＡ　ＲＲエンティティにとって利用可能な場合に含ま
れる。この情報要素内では、セル識別判別子フィールドは、セル識別にセル・グローバル
識別（ＣＧＩ）形式を用いることを示す００００とする。Ｃ１リスト情報要素は、「セル
識別子リスト」情報要素が存在する場合にのみ存在する。これは、「セル識別子リスト」
情報要素のそれぞれのセルのパス・ロス基準パラメータＣ１を含む。ＡＰ識別子情報要素
は、移動局がＵＭＡ網制御装置に登録するＡＰの免許不要インターフェースのＭＡＣアド
レスを含む。ＡＰロケーションが利用可能な場合、移動局は、住所、緯度、経度等、ＡＰ
ロケーション情報要素を介してＡＰのロケーションを識別する対応情報を送ることができ
る。前記登録内容に加えて、ＵＭＡ無線リソース登録要求伝文はさらに、接続の理由と範
囲内（図示せず）の送信基地局に関する情報を含むことができる。
　【０１３４】
　ＧＳＭシステムでは。この情報はＣｅｌｌ－ｉｎｆｏとラベル付けされ、ＣＧＩおよび
（任意で）ＣＩ値を含む。一実施例では、単一ＣＧＩのみ移動局によって報告され、移動
局がその通常のＧＳＭセル選択手順を用いて選択したＧＳＭセルを表す。この単一セルは



(26) JP 2008-500751 A5 2009.5.21

、移動局によって「ベストな」ＧＳＭセルとして選択されたものである。一般に、このよ
うな値を開発するには、移動局は指定の周波数をスキャンしてブロードキャスト・チャン
ネル（ＢＣＨ）送信を見つける。ＢＣＨは送信基地局を識別し、ランダムアクセスと特定
の基地局によって用いられるトラフィックに関する情報を含む。移動局は基地局アイデン
ティティを記録し、受信したＢＣＨ信号の品質を測定することができる。ＧＳＭシステム
では、ＲＸＬＥＶ（受信信号レベル）が一般に測定されるが、ＲＸＬＥＶの代わりに、あ
るいはこれに加えて、信号対ノイズ比やビットエラーレート、ＲＳＳＩ（受信信号強度表
示子）および信号電波遅延等の他の品質を用いることができる。
　【０１３５】
　ＵＭＡ網制御装置は、ロケーションに関して受信した情報を評価し、移動局に適切なＵ
ＭＡ網制御装置を選択する。移動局が同じＡＰに接続されている限りこの選択が維持され
る。前述のように、適切なＵＭＡ網制御装置の選択には様々な方法がある。一実施例では
、ＵＭＡ網制御装置はＡＰの識別をロケーションと、対応するＭＳＣと、対応するＵＭＡ
網制御装置にマッピングする。別の実施例では、ＵＭＡ網制御装置は基地局またはＡＰに
関するロケーション情報を持っていないが、ロケーション情報を含むＡＰからの事前の登
録があり、それを基にＵＭＡ網制御装置を選択する。
　【０１３６】
　最も単純なケースでは、登録要求は、そのＵＭＡ網制御装置にＵＭＡ無線リソース　Ｒ
ＥＧＩＳＴＲＡＴＩＯＮ　ＡＣＫ（肯定応答）伝文６０２を返させることで、それが提出
されたＵＭＡ網制御装置によって保持される。任意で、この伝文はＵＭＡ無線リソース　
ＲＥＧＩＳＴＲＡＴＩＯＮ　ＡＣＣＥＰ伝文と呼ばれる。ＵＭＡ無線リソース　ＲＥＧＩ
ＳＴＲＡＴＩＯＮ　ＡＣＫ伝文６０２の一実施例を図８Ａに示す。
　【０１３７】
　ＵＭＡ無線リソース　ＲＥＧＩＳＴＲＡＴＩＯＮ　ＡＣＫ伝文６０２の情報要素は、基
本的ＩＤ（プロトコル判別子、スキップ・表示子、伝文タイプ、ＵＣＩ）ならびにＵＭＡ
システム情報要素、ＧＰＲＳアップリンクＩＰアドレス、ＧＰＲＳアップリンクＵＤＰポ
ート、Ｕｐパラメータ構成情報要素、ステータス情報要素を含む。ＵＭＡシステム情報要
素の一実施例のフォーマッティングの詳細を図８Ｂに示す。図８ＢのＵＭＡシステム情報
要素に示す各種フィールドの詳細を以下に示す。
ＧＬＩＲ－ＧＳＭロケーション情報要求
　０　ＧＳＭロケーション情報要求せず
　１　ＧＳＭロケーション情報要求
 
ＡＴＴ－アタッチ／デタッチ許可
　０　ＵＭＡセルでＩＭＳＩアタッチ／デタッチ許可せず
　１　ＵＭＡセルの移動局がＩＭＳＩアタッチおよびデタッチ手順を適用
 
ＴＩ８０４－タイマ値
　０００　０秒、すなわち、ＵＭＡ－ＬＩＮＫ－ＤＥＴＡＣＨ伝文の受信またはリンクロ
スで即座にアクセスモード切り替え
　００１　５秒
　０１０　１０秒
　０１１　１５秒
　１００　２０秒
　１０１　２５秒
　１１０　３０秒
　１１１　３５秒
 
ＵＭＡ－セル－再選択－ヒステリシス
　０００　０ｄＢ　ＲｘＬｅｖヒステリシス
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　００１　２ｄＢ　ＲｘＬｅｖヒステリシス
　０１０　４ｄＢ　ＲｘＬｅｖヒステリシス
　０１１　６ｄＢ　ＲｘＬｅｖヒステリシス
　１００　８ｄＢ　ＲｘＬｅｖヒステリシス
　１０１　１０ｄＢ　ＲｘＬｅｖヒステリシス
　１１０　１２ｄＢ　ＲｘＬｅｖヒステリシス
　１１１　１４ｄＢ　ＲｘＬｅｖヒステリシス
 
Ｔ３２１２－定期的ロケーション・更新・タイマ
　Ｔ３２１２タイムアウト値フィールドを、デシアワーで定期的に更新するためのタイム
アウト値の２進表記としてコーディングする。
　範囲：１から２５５
　値０を無限タイムアウト値に用いる、すなわち、定期的更新はＵＭＡセル内では用いな
い。
 
ＥＣ－緊急通話許可
　０：ＵＭＡセルにおいてすべての移動局への緊急通話が許可される
　１：１１から１５の間のクラスの１つに属する移動局を除き、ＵＭＡで許可されない緊
急通話
 
ＡＣ　ＣＮ－アクセス制御クラスＮ
ＡＣ付き移動局では、ＡＣ　ＣＮビットが「０」でコーディングされる場合、Ｃ＝Ｎアク
セスは除外されない；Ｎ　＝　０，　１，　．．　９，　．．，　１５
 
ＴＩ８１１－ＵＭＡチャンネル起動タイマ
　ＴＩ８１１値フィールドは、１００ＭＳ分解能でのタイムアウト値の２進表現としてコ
ーディングされる。
　範囲：１－２５５（１００ＭＳから２５．５秒）
 
ＴＩ９００－ＧＳＭからＵＭＡ無線リソース　ＨＡＮＤＯＶＥＲ監督タイマ
　ＴＩ９００値フィールドは、１００ＭＳ分解能でのタイムアウト値の２進表現としてコ
ーディングされる。
　範囲：１１－２５５（１．１秒から２５．５秒）
 
ＵＭＡ－ＢＡＮＤ
　００００　Ｐ－ＧＳＭ９００
　０００１　Ｅ－ＧＳＭ９００
　００１０　Ｒ－ＧＳＭ９００
　００１１　ＤＣＳ　１８００
　０１００　ＰＣＳ　１９００
　０１０１　ＧＳＭ　４５０
　０１１０　ＧＳＭ　４８０
　０１１１　ＧＳＭ　８５０
　他の値はすべて留保される。
 
ＥＣＳＭ－早期クラスマーク送信モード、「早期クラスマーク送信」行動を制御
　０　第１ダウンリンク・伝文が受信されるまでＵＭＡ無線リソースクラスマーク変更伝
文を保持
　１　ＵＭＡ　ＲＲ接続が確立された後、出来る限り早くＵＭＡ無線リソースクラスマー
ク変更伝文を送る
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ＧＰＲＳ　Ｉｎｄ－ＧＰＲＳサービス利用可能性
　０　ＵＭＡセルでＧＰＲＳサービスを利用できない
　１　ＵＭＡセルでＧＰＲＳサービスに対応
 
ＵＭＡ－ＧＰＲＳ－セル－再選択－ヒステリシス
　０００　０ｄＢ　ＲｘＬｅｖヒステリシス
　００１　２ｄＢ　ＲｘＬｅｖヒステリシス
　０１０　４ｄＢ　ＲｘＬｅｖヒステリシス
　０１１　６ｄＢ　ＲｘＬｅｖヒステリシス
　１００　８ｄＢ　ＲｘＬｅｖヒステリシス
　１０１　１０ｄＢ　ＲｘＬｅｖヒステリシス
　１１０　１２ｄＢ　ＲｘＬｅｖヒステリシス
　１１１　１４ｄＢ　ＲｘＬｅｖヒステリシス
 
ＮＭＯ－オペレーションのネットワーク・モード。このフィールドは「ＧＰＲＳ　Ｉｎｄ
」フラグが１に設定されている場合のみ有意である。
　００　オペレーションのネットワーク・モードＩ
　０１　オペレーションのネットワーク・モードＩＩ
　１０　オペレーションのネットワーク・モードＩＩＩ
　１１　保留
 
　ＵＭＣ－ＲＡＣ－ＵＭＡセルのルーチング・エリア・コード、ＧＳＭ０３．０３参照。
このフィールドは、「ＧＰＲＳ　Ｉｎｄ」フラグが１に設定されている場合のみ有意であ
る。
　【０１３８】
　Ｕｐパラメータ構成情報要素によって、ＵＭＡ網制御装置はタイマ、再試行カウンタ等
のＵｐインターフェース・パラメータを構成することができる。ステータス情報要素は、
ロケーション・サービスが利用可能か否かについてＵＭＡ網制御装置からの表示を与える
（ＡＰの地理的位置に関する知識に基づく）。これを用いて、移動局でのアイコンその他
表示をトリガすることができる。一実施例では、可能な値は次の通りである。
　０　ロケーション・サービスが利用可能
　１　ロケーション・サービスが利用不可能
　【０１３９】
　ネットワークが、移動局からの登録を拒否すると決定した場合、ＵＭＡ網制御装置は図
６Ｂの伝文形式に示すようにＵＭＡ無線リソース登録拒否伝文６０４を移動局に返す。Ｕ
ＭＡ無線リソース登録拒否伝文６０４の一実施例の形式を図９に示す。基本的情報要素に
加えて、この伝文は、ＵＭＡ　ＲＲ原因情報要素と、任意でリダイレクトＵＭＡ網制御装
置アドレス情報要素およびリダイレクトセキュリティ・ゲートウェイアドレス情報要素を
含む。ＲＲ原因情報要素は、ネットワーク構成、ＡＰ不許可、ロケーション不許可、ＩＭ
ＳＩ不許可等、拒絶の理由を指定するために用いる値を含む。
　【０１４０】
　任意のリダイレクトＵＭＡ網制御装置アドレス情報要素とリダイレクトＳＧＷアドレス
情報要素をリダイレクト目的で利用することができる。例えば、ＵＭＡ網制御装置リダイ
レクトを含む登録伝文形式を図６Ｃに示す。リダイレクトは、各種状況で適用される。例
えば、あるＡＰのロケーションを、他のＵＭＡ網制御装置を介したネットワーク接続によ
ってより有利になるよう移動する場合等である。同様に、加入者ロケーションが異なり、
デフォルトＵＭＡ網制御装置が該当しない場合、移動局は加入者の「通常」ロケーション
に基づくデフォルトＵＭＡ網制御装置にアクセスするよう指示する情報を含むことができ
る。
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　【０１４１】
　図６Ｃを参照すると、ステップＥにおいて、ＵＭＡ網制御装置２へセッションをリダイ
レクトする判断は、前述の該当する基準を考慮して、ＵＭＡ網制御装置１およびまたはネ
ットワークが行う。ステップＦにおいて、ＵＭＡ網制御装置１は登録要求に肯定応答し、
選択したＵＭＡ網制御装置２のアドレスおよび／またはＵＭＡ網制御装置に関連するセキ
ュリティ・ゲートウェイのアドレスを含むＵＭＡ無線リソース登録拒否伝文６０４Ａを移
動局１０２に送る。アドレスは、ＦＱＤＮ（完全に記述したドメイン名）またはＩＰアド
レス等の別の形でよい。別の実施例では、別個ＵＭＡ無線リソース登録リダイレクト伝文
を用いる（図示せず）。この実施例では（別個ＵＭＡ無線リソース登録拒否およびＵＭＡ
無線リソース登録リダイレクト伝文）では、ＵＭＡ無線リソース登録拒否伝文はリダイレ
クト情報要素を含まない。
　【０１４２】
　ステップＧでは、移動局は選択したＵＭＡ網制御装置についてＤＮＳクエリを実行する
。ＵＭＡ網制御装置１とのＴＣＰ接続を解除し、第２ＵＭＡ網制御装置のＩＰアドレスま
たはＳＧＷアドレスとの接続を開始する。従って、ステップＨでは、移動局と、移動局が
リダイレクトされた新しいＵＭＡ網制御装置２との間でＴＣＰ接続が確立される。ステッ
プＨでは、移動局と第２ＵＭＡ網制御装置との間に接続が確立される。当初ＵＭＡ網制御
装置とのＩＰＳｅｃトンネルを再利用するか、新しいものを確立する（図示せず）。
　【０１４３】
　ステップＩでは、移動局は、ＵＭＡ無線リソース登録要求伝文６００Ａに示すように、
第２ＵＭＡ網制御装置に第２の登録要求伝文を送る。ＵＭＡ無線リソース登録要求タイプ
の伝文では、理由フィールドは、通常の接続の代わりにリダイレクトの値が入る。登録要
求中の情報によって、新しいＵＭＡ網制御装置に、移動局をさらにリダイレクトするため
持っている情報を適用させる。これはＡＰのロケーションにより近いため、ＡＰや近傍の
基地局またはネットワークリソース割り当てに関して、より多く、またはよりよい情報を
持っており、移動局をさらにリダイレクトすることができる。理由フィールドを用いて、
移動局にリダイレクト数を知らせる。これを、移動局が単一のＡＰで経験するリダイレク
トの総数を１または２または他の数に限定するために用いることができる。
　【０１４４】
　ステップＪでは、ＵＭＡ網制御装置との接続を通常通り継続する。これには、登録肯定
応答、通話セットアップおよびティアダウン、対応する各種音声またはデータサービスの
いずれかを含むことができる。
登録更新
　【０１４５】
　各種利用シナリオにおいて、登録更新を実行する必要が生じる場合がある。一般に、登
録更新手順は、移動局（より一般的）またはネットワーク（あまり一般的でない）によっ
て開始される。例えば、移動局がＵＭＡ網制御装置への登録に成功した後、移動局は登録
更新手順を利用し、（移動局がネットワークにアクセスしている）ＡＰまたは重なり合う
ＧＳＭカバレッジが変化したかどうかをＵＭＡ網制御装置に知らせることができる。
　【０１４６】
　移動局が開始した登録更新を容易にするため採用する伝文の例を図１０Ａに示す。ステ
ップＡにおいて、移動局１０２は前述の通常の方法でＵＭＡ網制御装置１４０との接続を
確立している。ステップＢにおいて、移動局は有効なセル情報を取得する。例えば、移動
局はローカルＧＳＭセルの情報を受信する。ステップＣでは、移動局はＵＭＡ無線リソー
ス登録更新・アップリンク伝文１０００をＵＭＡ網制御装置に送信する。ＵＭＡ無線リソ
ース登録更新・アップリンク伝文は、移動局によってＵＭＡ網制御装置に送られ、登録パ
ラメータを更新する。
　【０１４７】
　図１１は、ＵＭＡ無線リソース登録更新・アップリンク伝文１０００の一実施例を示す
。基本的情報要素に加えて、この伝文は、理由情報要素、セル識別子リスト情報要素、Ｃ
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１リスト情報要素、ＡＰ識別子情報要素、ＡＰロケーション情報要素を含む。理由情報要
素は必須情報要素で、更新の理由がセル更新によるものかＡＰ更新によるものかを指定す
る。セル識別子リスト情報要素は、ＧＳＭセル情報（ＵＭＡ　ＲＲエンティティが利用可
能）が最後の登録または更新以来変化した場合に含まれる。この情報要素内では、セル識
別判別子フィールドは、セル・グローバル識別（ＣＧＩ）形式を用いてこのセルを識別す
ることを示す００００である。Ｃ１リスト情報要素は、セル識別子リスト情報要素が存在
する場合のみ存在する。これは、セル識別子リスト情報要素の各セルのパス・ロス基準パ
ラメータＣ１を含む。ＡＰ識別子情報要素は、移動局がＵＭＡ網制御装置と通信するＡＰ
が、最後の登録または更新以来変化した場合に含まれる。ＡＰ識別子は、移動局がＵＭＡ
網制御装置と通信しているＡＰの免許不要インターフェースのＭＡＣアドレスである。
　【０１４８】
　ＵＭＡ無線リソース登録更新・アップリンク伝文を受信すると、ネットワークは登録更
新を受理または拒否するか、その移動局を他のＵＭＡ網制御装置にリダイレクトする。一
実施例では、ＵＭＡ網制御装置が取るべきアクションがなければ（移動局のアクセス要素
の変更等）、ＵＭＡ網制御装置は単にリプライ伝文なしに登録更新パラメータを受け入れ
る。この場合、ＵＭＡ無線リソース登録更新・アップリンク伝文は単なる情報である。ネ
ットワークが登録更新を拒否する場合、ネットワークはＵＭＡ無線リソース登録取り消し
伝文を移動局に送る。ＵＭＡ無線リソース登録取り消し伝文の詳細については以下に述べ
る。さらに、伝文で送られる登録更新情報により、ＵＭＡ網制御装置は、図１０Ａのステ
ップＤでＵＭＡ無線リソース登録リダイレクト伝文６０４Ａで示すように、ＵＭＡ無線リ
ソース登録リダイレクト伝文を用いて別のＵＭＡ網制御装置にこの移動局をリダイレクト
する。これに対応して、ステップＥに示すように、移動局がリダイレクトされた新しいＵ
ＭＡ網制御装置との間に通常の接続手順が確立されることになる。
　【０１４９】
　図１０Ｂは、ネットワーク開始登録更新に関連して実行される各種伝文転送を示す。前
のように、ステップＡにおいて、移動局１０２は通常の方法でＵＭＡ網制御装置１４０と
接続を確立する。ステップＢにおいて、ネットワーク開始更新イベントが発生する。ステ
ップＣにおいて、ＵＭＡ網制御装置はＵＭＡ無線リソース登録更新・ダウンリンク伝文１
００２を送るが、その一実施例を図１２に詳述する。ＵＭＡ無線リソース登録更新・ダウ
ンリンク伝文１００２は、リダイレクトＵＭＡ網制御装置アドレス情報要素、リダイレク
トＳＧＷアドレス情報要素、ステータス情報要素を含む。ステータス情報要素は、ロケー
ション・サービスが利用可能かどうかに関して（ＡＰの地理的位置に関する知識に基づき
）ＵＭＡ網制御装置からの表示を与える。これを用いて、移動局でのアイコンその他表示
をトリガすることができる。一実施例では、可能な値は次の通りである。
　０　ロケーション・サービスが利用可能
　１　ロケーション・サービスが利用不可能
　【０１５０】
　ある条件下では、更新した登録情報を考慮し、移動局をリダイレクトして別のＵＭＡ網
制御装置と再登録させることが有利である。ネットワークがその移動局を別のＵＭＡ網制
御装置にリダイレクトすると決定すると、ネットワークは、ステップＤにおいてＵＭＡ無
線リソースレジスタ・リダイレクト・伝文６０４Ｂで示すように、その移動局にＵＭＡ無
線リソース登録リダイレクト伝文を送る。ステップＥでは、通常の接続手順が実行され、
移動局がリダイレクトされたＵＭＡ網制御装置と接続を確立する。
登録取り消し
　【０１５１】
　一般に、登録取り消しは、移動局（既存の接続を登録取り消しする場合等）またはネッ
トワークによって適切なＵＭＡ網制御装置を介して開始される。例えば、移動局は、ＡＰ
を離れる前に登録取り消し手順を実行しようとしなければならないが、これは移動局から
ＵＭＡ網制御装置へＵＭＡ無線リソース登録取り消し伝文を送ることによって容易化され
る。同様に、ＵＭＡ網制御装置は、移動局にＵＭＡ無線リソース登録取り消し伝文を送る
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ことによって、いつでも移動局の登録取り消しを開始できる。
　【０１５２】
　例としてＵＭＡ無線リソース登録取り消し伝文・形式１３００を図１３に示すが、これ
は基本的情報要素に加えてＵＭＡ無線リソース原因情報要素を含む。ＵＭＡ無線リソース
原因情報要素の例としての値のセットを含むルックアップ・テーブルを図１４に示す。Ｕ
ＭＡ無線リソース原因値に基づき、ＵＭＡ無線リソース原因ルックアップ・テーブルをル
ックアップして、登録取り消しの理由を識別する。
チャンネル起動
　【０１５３】
　チャンネル起動を用いて、音声または回線交換データ帯載チャンネルを確立する。図１
５は、チャンネル起動に関連して実行される例示的伝文形式を示す。ステップＡにおいて
、移動局１０２は、通常の方法でＵＭＡ網制御装置１４０と接続を確立する。ステップＢ
において、ＵＭＡ網制御装置は移動局にＵＭＡ無線リソースチャンネル起動伝文１５００
を送る。ＵＭＡ無線リソースチャンネル起動伝文受信に対応して、移動局は対応するＵＭ
Ａ音声帯載チャンネルの確立を試みる。成功すると、移動局は、ステップＣに示すように
、ＵＭＡ無線リソースチャンネル起動肯定応答伝文１５０２を返す。ＵＭＡ音声帯載チャ
ンネルが確立できない場合、移動局は、ステップＣに示すようにＵＭＡ無線リソースチャ
ンネル起動失敗伝文１５０４を返す。起動が成功したら、ＵＭＡ無線リソースチャンネル
起動完了伝文１５０６がＵＭＡ網制御装置から移動局に送られ、ステップＤに示すように
、移動局とＵＭＡ網制御装置との間で確立された音声チャンネルが利用可能になったこと
が示される。
　【０１５４】
　図１６は、ＵＭＡ無線リソースチャンネル起動伝文の一実施例の詳細を示す。基本的情
報要素に加えて、この伝文は、チャンネル・モード情報要素、ＵＭＡ網制御装置ＳＤＰ　
情報要素、およびＣＩＰＨＥＲモード設定情報要素を含む。一実施例では、チャンネル・
モード情報要素は次のチャンネル・モードを指定する。
　００００　０００１　音声フルレートまたはハーフレート・バージョン１
　００１０　０００１　音声フルレートまたはハーフレート・バージョン２
　０１００　０００１　音声フルレートまたはハーフレート・バージョン３（ＡＭＲバー
ジョン１）
　【０１５５】
　ＵＭＡ網制御装置ＳＤＰ（セッション記述プロトコル）情報要素を用いて、音声帯載チ
ャンネルのアップリンク（移動局からＵＭＡ網制御装置）部分を実装するための情報を指
定する。例えば、この情報には、ネットワーク・アドレス（ＩＰアドレス）、トランスポ
ート・アドレス（ポート）、トランスポート・プロトコル（ＵＤＰ上のＲＴＰ等）、サン
プル・サイズ（２０ＭＳ等）およびペイロードタイプ（中でも特に）を含む。一実施例で
は、この情報要素の値の形式はＲＦＣ２３２７、３５５１および３２６７に定義される。
この情報を含有するのに単一の情報要素を利用することは単なる例示で、かかる情報は別
々の情報要素を介して与えることもできる。任意のＣＩＰＨＥＲモード設定情報要素は、
移動局が割り当てチャンネルに切り替えられた後、暗号化モードを変更する時に現れる。
この情報要素を省略する場合、暗号化モードは、チャンネル割り当て手順後に変更されな
い。
　【０１５６】
　図１７は、ＵＭＡ無線リソースチャンネル起動肯定応答伝文の一実施例を示す。基本的
情報要素に加えて、この伝文形式は、移動局　ＳＤＰ　情報要素、任意のセル識別子リス
ト情報要素、および条件付Ｃ１リスト情報要素を含むことができる。移動局　ＳＤＰ　情
報要素を用いて、音声帯載チャンネルのダウンリンク（ＵＭＡ網制御装置から移動局）部
分を実装するための情報を指定する。この情報要素は、前述のＵＭＡ網制御装置　ＳＤＰ
　情報要素と実質的に類似であるが、ポートおよびアドレス情報はここではＵＭＡ網制御
装置ではなく移動局に関連する。有効なＧＳＭセル情報がＵＭＡ　ＲＲ　エンティティに
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とって利用可能な場合、セル識別子リスト情報要素が含まれる。この情報要素内では、セ
ル識別判別子フィールドは００００に設定され、セル・グローバル識別（ＣＧＩ）形式を
用いてこのセルを識別することを示す。Ｃ１リスト情報要素は、セル識別子リスト情報要
素が存在する場合のみ存在する。これは、セル識別子リスト情報要素の各セルのパス・ロ
ス基準パラメータＣ１を含む。
　【０１５７】
　図１８は、ＵＭＡ無線リソースチャンネル起動失敗伝文の一実施例を示す。追加情報要
素には、ＵＭＡ　ＲＲ原因情報要素、任意のセル識別子リスト情報要素、条件付Ｃ１リス
ト情報要素が含まれる。ＵＭＡ　ＲＲ原因情報要素は、コード化した失敗の原因を含む。
一方、セル識別子リスト情報要素と条件付Ｃ１リスト情報要素は上記と同じである。
　【０１５８】
　図１９は、ＵＭＡ無線リソースチャンネル起動完了伝文の一実施例を示す。図に示すよ
うに、この伝文・形式は基本的情報要素のみ含み、伝文はその伝文タイプ値によって識別
される。
セル引継ぎ
　【０１５９】
　ネットワークがサポートするセル引継ぎには主に２つのタイプがある。ＵＭＡＮへのセ
ル引継ぎとＵＭＡＮからのセル引継ぎである。ＵＭＡＮへのセル引継ぎ中、移動局へのネ
ットワーク・アクセスは、免許要ベースの無線アクセス・ネットワーク（ＧＥＲＡＮ）か
らＵＭＡＮネットワーク・インフラへセル引継ぎされる。ＵＭＡＮからのセル引継ぎでは
、移動局アクセスは、ＵＭＡＮネットワーク・インフラから免許要ベース無線アクセス・
ネットワークへセル引継ぎされる。
ＵＭＡＮへのセル引継ぎ
　【０１６０】
　ＵＭＡＮへのセル引継ぎに対応する例示的伝文・形式を図２０に示す。ステップＡは、
図６Ａに示す技術を用いる等して、以前に確立した既存接続を示す。ステップＢにおいて
、免許要ネットワークによる対応するセル引継ぎ命令に対して、ＵＭＡ無線リソースセル
引継ぎ・アクセス伝文２０００が移動局１０２からＵＭＡ網制御装置１４０へ送られる。
チャンネル・モード情報要素において非シグナリング・モードが示されている場合、ＵＭ
Ａ網制御装置は、ステップＣに示すようにトラフィック・チャンネル割り当てを開始する
。トラフィック・チャンネル割り当てが成功したら、移動局は、ステップＤに示すように
、ＵＭＡ網制御装置にＵＭＡ無線リソースセル引継ぎ完了伝文２００２を返す。
　【０１６１】
　ＵＭＡ無線リソースセル引継ぎアクセス伝文の一実施例を図２１に示す。基本的情報要
素に加えて、この伝文・形式は、セル引継ぎ指示伝文情報要素を含む。この情報要素は完
全なセル引継ぎ指示レイヤ３伝文（後述する）を含み、ＵＭＡ網制御装置がアクセス識別
に用いるセル引継ぎ参照を提供する。
　【０１６２】
　図２２は、ＵＭＡ無線リソースセル引継ぎ完了伝文の一実施例を示す。この伝文形式は
基本的情報要素を含み、伝文型の値で識別される。
ＵＭＡＮからのセル引継ぎ
　【０１６３】
　ＵＭＡＮからのセル引継ぎは、移動局とＵＭＡＮとの間の接続を、別の無線アクセス網
（ＧＥＲＡＮ等）に転送するために実行される。ＵＭＡＮからの成功および失敗したセル
引継ぎに対応する伝文形式をそれぞれ図２３Ａと図２３Ｂに示す。ＵＭＡＮからのセル引
継ぎ手順は、ステップＡに示すように、セッション確立で始まり、移動局は専用状態であ
る。ステップＢにおいてＵＭＡ網制御装置から受信したＵＭＡ無線リソースアップリンク
品質表示伝文２３００に対し、または移動局がセル引継ぎが適切と判断した場合、移動局
はステップＣでＵＭＡ網制御装置にＵＭＡ無線リソースセル引継ぎ必要伝文２３０２を送
る。すると、ＵＭＡ網制御装置はステップＤで、ＵＭＡ無線リソースセル引継ぎ指示２３
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０４を移動局に送り返す。ＵＭＡＮからのセル引継ぎが失敗した場合、移動局は、図２３
ＢでステップＥに示すように、ＵＭＡ無線リソースセル引継ぎ失敗伝文２３０６を返す。
　【０１６４】
　ＵＭＡ無線リソースアップリンク品質表示伝文の一実施例の詳細を図２４に示す。
この伝文は、帯載チャンネルのアップリンク品質を示す各種情報を含む。この情報の特定
の形式は、特定の実施例に依存する。
　【０１６５】
　図２５は、ＵＭＡ無線リソースセル引継ぎ必要伝文の一実施例の詳細を示す。標準情報
要素に加えて、この伝文は、チャンネル・モード情報要素と、セル識別子リストと、Ｃ１
リストとを含む。後者の２つの情報要素は、ＧＳＭ０４．０８に指定されるチャンネル・
モードを定義する。
　【０１６６】
　図２６Ａおよび図２６Ｂは、ＵＭＡ無線リソースセル引継ぎ・指示伝文の一実施例の詳
細を示す。この伝文・形式は、ＧＳＭ０４．０８／リリース９８に定義するセル引継ぎ・
指示伝文形式に基づき、ＵＭＡからＧＳＭへのセル引継ぎに該当しない任意の情報要素を
すべて除いてコンパイルされる。この伝文形式は、基本的情報要素に加えて多くの情報要
素を含むが、一部情報要素を以下に詳述する。
　【０１６７】
　同期表示情報要素を用いてどのタイプの同期が該当するかを示す。この情報要素が現れ
ない場合、想定される値は「非同期」である。ＧＳＭ０４．０８のセクション３．４．４
．２に定義される４種類のセル引継ぎは、非同期、同期、予め同期および擬似同期である
。ＵＭＡからＧＳＭへのセル引継ぎは、非同期あるいは予め同期セル引継ぎのいずれかで
ある。同期セル引継ぎと擬似同期セル引継ぎでは、移動局が、古いＢＴＳでの既知の一方
向遅延と、古いＢＴＳと新しいＢＴＳとの間の観測時間差に基づきタイミング調整量を計
算する必要がある（より詳しくはＧＳＭ０５．１０の付録Ａ）。ＵＭＡからＧＳＭへのセ
ル引継ぎでは、このような変数は未知である。この情報要素のＲＯＴフィールドは０に設
定し、移動局がセル引継ぎ完了伝文で観測時間差をレポートする必要がないようにする。
　【０１６８】
　第１チャンネルのモード情報要素：この情報要素が存在しない場合、以前に割り当てた
チャンネルのチャンネル・モードを想定する。
　【０１６９】
　周波数チャンネル・シーケンス、周波数リスト、周波数ショートリストおよびモバイル
割り当て、時間後情報要素：時間後のチャンネル記述の少なくとも１個が周波数ホッピン
グを示す場合、次の情報要素の１つが存在する。
　周波数チャンネル・シーケンス、時間後情報要素；
　周波数リスト、時間後情報要素；
　周波数ショートリスト、時間後情報要素；
　モバイル割り当て、時間後情報要素；
　【０１７０】
　チャンネル記述情報要素のいずれも周波数ホッピングを示さない場合、時間前のチャン
ネル記述情報要素のデコードにこれらが必要ない場合、および４つの情報要素のいずれか
が存在する場合、これらは伝文で不要な情報要素とみなされる。
　【０１７１】
　周波数チャンネル・シーケンス情報要素は、それが示すすべてのＡＲＦＣＮがＰ－ＧＳ
Ｍバンドにない限り用いない。開始時間情報要素は、ネットワークが移動局に対し、チャ
ンネル変更が生じた瞬間のチャンネルに、多かれ少なかれ周波数パラメータを変更させた
い場合に含まれる。この場合、開始時間前に用いる周波数パラメータを与えるため、多数
の情報要素が含まれる。開始時間情報要素とは、新しいセル時間を指す。開始時間情報要
素が存在し、開始時間前を指す情報要素が１つもない場合、移動局は待機し、表示された
時間にチャンネルにアクセスする。開始時間情報要素が存在し、開始時間前を指す情報要
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素の少なくとも１つが存在する場合、移動局は表示された時間を待たず、開始時間前の周
波数パラメータを用いてチャンネルにアクセスする。開始時間情報要素が存在せず、開始
時間前を指す情報要素のどれかが存在する場合、これら情報要素は伝文に不要な情報要素
とみなされる。
　【０１７２】
　第１チャンネルの記述、時間前情報要素が存在しない場合、時間前に適用されるチャン
ネル記述が必要な場合は、第１チャンネルの記述、時間後情報要素によって与えられる。
第２チャンネルの記述、時間後情報要素があり、第２チャンネルの記述、時間前情報要素
がなく、時間前について構成の記述が必要な場合でも、開始時間前のチャンネル構成は２
つのトラフィック・チャンネルで、開始時間前の第２チャンネルに適用するチャンネル記
述は、第２チャンネルの記述、時間後情報要素によって与えられる。
　【０１７３】
　開始時間情報要素があり、開始時間前のチャンネル記述の少なくとも１つが周波数ホッ
ピングを示す場合、次の情報要素の１個のみが存在し、すべての割り当てチャンネルに開
始時間前に適用される。
　モバイル割り当て、時間前情報要素；
　周波数ショートリスト、時間前情報要素；
　周波数リスト、時間前情報要素；
　周波数チャンネル・シーケンス、時間前情報要素。
　【０１７４】
　開始時間情報要素が存在し、開始時間前のチャンネル記述の少なくとも１つが周波数ホ
ッピングを示し、上記情報要素のいずれも存在しない場合、開始時間後の周波数リストが
存在しなければならず、このリストは開始時間前のチャンネルにも適用される。
　【０１７５】
　基準セル周波数リスト：モバイル割り当て情報要素のいずれかが存在する場合、セルチ
ャンネル記述情報要素が存在しなければならない。これを用いて、伝文のモバイル割り当
て情報要素をデコードする。さらに、開始時間前に関連する情報要素が伝文に存在しない
場合、セルチャンネル記述情報要素の定義する周波数リストを用いて、新しい基準セル周
波数リストの受信または新しいセルを出るまで、新しいセルで受信した、後の伝文のモバ
イル割り当て情報要素をデコードする。
　【０１７６】
　タイミング・アドバンス情報要素要素は、「同期表示」要素が予め同期させたセル引継
ぎを示す場合に存在する。予め同期セル引継ぎに含まれない場合、ＧＳＭ０５．１０に定
義するデフォルト値を用いる。その他のタイプのセル引継ぎでは、不要な情報要素とみな
される。
　【０１７７】
　ＣＩＰＨＥＲモード設定情報要素：この情報要素を省略する場合、移動局を割り当てチ
ャンネルに切り替えた後、暗号化のモードは変更されない。第１チャンネルのモード情報
要素が、マルチレート音声コーデックを示し、割り当てられた構成が新しい、すなわち、
サービング・セルで用いられるマルチレート構成と異なる場合、マルチレート構成情報要
素が現れる。第１チャンネルのモード情報要素がマルチレート音声コーデックを示し、こ
の情報要素が含まれていない場合、移動局はマルチレート構成が変更されなかったと想定
する。
　【０１７８】
　図２７は、ＵＭＡ無線リソースセル引継ぎ失敗伝文の一実施例の詳細を示す。基本的情
報要素に加えて、この伝文はＵＭＡ　ＲＲ原因情報要素を含み、適用される値は図１４の
値表に定義するとおりである。
ＵＭＡ無線リソースの解除
　【０１７９】
　ＵＭＡ無線リソース接続およびシグナリングの解除は、移動局またはＵＭＡ網制御装置
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が開始することができる。図２８に、移動局によって開始されたＵＭＡ無線リソース解除
を示す。ステップＡにおいて、ＳＭ１０２とＵＭＡ網制御装置１４０との間の接続は、移
動局が専用状態で動作して確立される。ＵＭＡ無線リソースを解除するには、移動局は、
ステップＢでＵＭＡ無線リソース要求クリア伝文２８００をＵＭＡ網制御装置に送る。Ｕ
ＭＡ無線リソース要求クリア伝文の一実施例の詳細を図２９に示す。この伝文・形式は基
本的情報要素を含み、伝文は伝文タイプ値によって識別される。ＵＭＡ無線リソース要求
クリア伝文に対して、ＵＭＡ網制御装置はコアネットワークに解除要求２８０２を送り、
ステップＣに示すように、ＵＭＡ無線リソース接続に用いるリソースを解除する。これに
対し、コアネットワークはそのＵＭＡ無線リソース接続の該当するリソースの解除を開始
する。解除によって一般に図３０に示すシーケンスが生じる。
　【０１８０】
　図３０は、ＵＭＡ網制御装置によって開始されるか、ＵＭＡ網制御装置がＵＭＡ無線リ
ソース要求クリア伝文を受信した時に生じるＵＭＡ無線リソース解除に対応する伝文・形
式を示す。前回のように、移動局が専用状態で動作して、ステップＡにおいて、移動局１
０２とＵＭＡ網制御装置１４０との間に接続が確立される。ステップＢにおいて、ＵＭＡ
網制御装置はＵＭＡ無線リソース　ＲＲ解除伝文３０００（あるいはＵＭＡ無線リソース
解除伝文と呼ばれる）を移動局に送る。（さらに詳しくは、ＵＭＡ網制御装置はＵＭＡ無
線リソース要求クリアを受信し、移動局Ｃにクリア・リクエスト・伝文を送ってから、移
動局Ｃはセッションを解除し、ＵＭＡ網制御装置がＵＭＡ無線リソース解除伝文を送るこ
とになる）。対して、移動局はＵＭＡ無線リソース　ＲＲ解除完了伝文３００２あるいは
、ＵＭＡ無線リソース解除完了伝文と呼ばれる）をステップＣにおいてＵＭＡ網制御装置
に返す。さらに、移動局はすべてのＵＭＡ無線リソースリソースとトラフィック・チャン
ネル・リソースがあればこれを解除し、ＵＭＡ無線リソースＩＤＬＥ状態に入る。
　【０１８１】
　図３１は、ＵＭＡ無線リソース（ＲＲ）解除伝文の一実施例の詳細を示す。
基本的情報要素に加えて、この伝文形式はＵＭＡ　ＲＲ原因情報要素と任意でＧＰＲＳ再
開情報要素を含む。ＵＭＡ　ＲＲ原因情報要素を用いて、図１４の表に定義する対応する
値を介して解除の理由を定義する。ＧＰＲＳ（汎用パケット無線システム）再開情報要素
を用いて、ＵＭＡ無線リソースセッションを開始した時移動局が中断していたＧＰＲＳセ
ッションの再開にＵＭＡ網制御装置が成功したか否かを示す。
　【０１８２】
　図３２は、ＵＭＡ無線リソース解除完了伝文の一実施例の詳細を示す。
この伝文形式は基本的情報要素を含み、伝文は伝文タイプ値によって識別される。
呼・伝文
　【０１８３】
　ＵＭＡ網制御装置は、Ａインターフェース上で呼要求伝文またはＧｂインターフェース
上で呼ＣＳ伝文を受信すると呼要求を開始する。呼要求する移動局は、要求で受信したア
イデンティティによって識別される。呼伝文の交換例を図３３に示す。ＵＭＡ網制御装置
１４０がステップＡでＵＭＡ無線リソース呼要求伝文３３００を移動局１０２に送ってシ
ーケンスが開始される。ステップＢで、移動局は、ＵＭＡ無線リソース呼応答伝文３３０
２を返す。この伝文は、ＵＭＡ無線リソース呼要求伝文に対する応答において、新しく確
立されたＵＭＡ　ＲＲセッションの最初の伝文として移動局からＵＭＡ網制御装置に送ら
れる。
　【０１８４】
　図３４は、ＵＭＡ無線リソース呼要求伝文の一実施例の詳細を示す。基本的情報要素に
加えて、この伝文形式は必要チャンネル情報要素（呼要求が信号セッション確立または通
話確立のいずれのためかを示すために用いられる）と、モバイル・アイデンティティ情報
要素（移動局の識別に用いる）を含む。
　【０１８５】
　図３５は、ＵＭＡ無線リソース呼応答伝文の一実施例の詳細を示す。基本的情報要素に
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加えて、この伝文形式は暗号化キーシーケンス番号情報要素、必要チャンネル情報要素、
移動局認証情報要素を含む。暗号化キーシーケンス番号情報要素の目的は、ネットワーク
が、認証手順を呼び出すことなしに移動局に保存した暗号化キーＫｃを識別できるように
することである。Ｋｃは、移動局がネットワークによって認証されると（乱数でチャレン
ジ）、生成および保存される。ＵＭＡモードにある時は、Ｋｃは通話の暗号化には用いら
れないが、通話がＧＳＭにセル引継ぎされた場合は必要になる。ネットワークが各通話の
認証を行わない場合（３または４通話毎等）、暗号化キーシーケンス番号情報要素は、保
存されたＫｃ値を選択する方法を与える。
クラスマーク伝文
　【０１８６】
　クラスマーク伝文を用いて、ＵＭＡ網制御装置が移動局のケイパビリティに関する情報
を取得できるようにする。クラスマーク調査手順は、図３６のステップＡに示すように、
移動局が専用接続を確立した時（すなわち、移動局がＵＭＡ無線リソースＤＥＤＩＣＡＴ
ＥＤモードにある時）に開始できる。ステップＢに示すように、ＵＭＡ網制御装置は、Ｕ
ＭＡ無線リソースクラスマーク問い合わせ伝文３６００を移動局に送ってクラスマーク調
査手順を開始する。対応して、移動局はＵＭＡ無線リソースクラスマーク変更伝文３６０
２をステップＣで返す。
　【０１８７】
　図３７は、ＵＭＡ無線リソースクラスマーク問い合わせ伝文の一実施例の詳細を示す。
図示の伝文形式は基本的情報要素を含み、伝文は伝文タイプ値によって識別される。
　【０１８８】
　図３８は、ＵＭＡ無線リソースクラスマーク変更伝文の一実施例の詳細を示す。基本的
情報要素に加えて、この伝文はモバイル状態クラスマーク情報要素と、追加移動局クラス
マーク情報要素を含む。モバイル状態クラスマーク情報要素は、ＧＳＭ０４．０８定義の
ように、ＧＳＭ　ＲＲエンティティが現在用いている周波数帯に対応するクラスマーク２
情報を含む。追加移動局クラスマーク情報要素は、移動局クラスマーク情報要素のＣＭ３
ビットが１に設定されている場合に含まれる。この情報要素は、ＧＳＭ０４．０８に定義
されるクラスマーク３の移動局追加ケイパビリティを与える。
ＵＭＡ網制御装置構成
　【０１８９】
　ＵＭＡ網制御装置の一実施例に対応する上位レベル構成を図解するブロック図を図３９
に示す。ＵＭＡ網制御装置構成の中心部には屋内ネットワーク・コントローラ（ＩＮＣ）
がある。一般に、ＩＮＣはＵＭＡ網制御装置について前述の動作に類似の動作を実行する
。ただし、図示のＵＭＡ網制御装置構成に示すように、一体化したセキュリティ・ゲート
ウェイ・サーバと、ＩＮＣが制御するメディア・ゲートウェイが含まれる。従って、これ
ら要素はそれぞれ、本書記載のＵＭＡ網制御装置動作の各種様態を容易化するため採用さ
れた別個要素として示す。
　【０１９０】
　一般に、ＵＭＡ網制御装置は移動局とＵＭＡ網制御装置との間の（図１に示すようにＡ
ＰとブロードバンドＩＰネットワークを介する）通信をサポートする１個以上の通信ポー
トを提供する。例えば、図３９の図示の例では、セキュリティ・ゲートウェイ・サーバが
ＩＰポートを介してＩＰネットワーク１３８と接続される。さらに、ＩＰポートを用いて
、ＩＮＣおよびメディア・ゲートウェイをセキュリティ・ゲートウェイ・サーバに接続す
る。
　【０１９１】
　セキュリティ・ゲートウェイ・サーバは、セキュリティおよび認証サービスを実行する
。これは一体化ユニット（図示）でも、ＵＭＡ網制御装置に適切な通信リンクを介して接
続された（物理的に）別個ユニットでもよい。同様に、メディア・ゲートウェイは、コア
ネットワークによって提供される音声サービスのメディア・ゲートウェイとして作用する
が、これを一体化ユニット（図示）または、適切な通信リンクを介してＩＮＣとセキュリ
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ティ・ゲートウェイ・サーバに接続された別個ユニットから構成することができる。
　【０１９２】
　ＩＮＣは、本書に記載するＵｐインターフェース・伝文に対応する（すなわち、生成と
処理）リソースを含む。これらリソースをＵｐインターフェース（Ｉ／Ｆ）ロジックとし
て示す。同様に、ＩＮＣは、Ｇｂポートを介してＳＧＳＮとの通信をサポートするＳＧＳ
Ｎインターフェース・ロジックと、ＳＳ７ポートを介して移動局交換基地との通信をサポ
ートする移動局交換基地インターフェース・ロジックとを含む。一方、メディア・ゲート
ウェイは、ＴＤＭポートを介して移動局交換基地との通信をサポートする移動局交換基地
インターフェース・ロジックを含む。Ｕｐインターフェース・ロジック、ＳＧＳＮインタ
ーフェース・ロジック、移動局交換基地インターフェース・ロジックはそれぞれ、ソフト
ウェア、プログラムド埋め込みハードウェアまたはこの２つの組み合わせの実行によって
実行される。例えば、Ｕｐインターフェース・ロジックは、プロセッサ上の１個以上のソ
フトウェア・モジュールを実行することによって容易化されるが、これにおいて、ソフト
ウェア・モジュールはＵＭＡ無線リソース伝文を生成および／または処理するようコード
化される。
　【０１９３】
　一般に、ＵＭＡ網制御装置は単一サーバ、マルチ離散型サーバ、マルチクラスタサーバ
によって実行できる。例えば、単一サーバを用いて、図３９のＵＭＡ網制御装置構成のブ
ロック図に示す各種機能を提供するため、各種ソフトウェア・アプリケーションを走らせ
ることができる。任意で、セキュリティ・ゲートウェイ・サーバ機能および／またはメデ
ィア・ゲートウェイ機能など機能の一部を別個サーバ（単数または複数）によって提供す
ることができる。さらに別の構成では、ブレードサーバが採用される。このブレードサー
バは、共通ラックまたは躯体に設置したマルチサーバ・ブレードを含み、サーバブレード
はそれぞれ、自身のプロセッサ、メモリ、ネットワーク・インターフェースを持ち、別個
サーバとして機能する。一実施例では、セキュリティ・ゲートウェイ・サーバ、ＩＮＣお
よびメディア・ゲートウェイのそれぞれによって提供される機能は、ソフトウェア・アプ
リケーションおよび／またはそれぞれのサーバブレード上のモジュールの実行を介して容
易化される。
移動局構成
　【０１９４】
　図４０は、移動局の一実施例の上位レベル構成を示すブロック図である。この構成は、
非揮発メモリ４００２に接続されたプロセッサ４０００、免許要ＲＡＮアンテナサブシス
テム４００４および免許不要ＲＡＮアンテナサブシステム４００６を含む。非揮発メモリ
４００２を用いて、本書に記載する各種機能および動作を実行するためのソフトウェア／
ファームウェア命令を保存する。これら機能および動作は、免許要ＲＡＮインターフェー
ス・ロジック４００８、ＷＬＡＮインターフェース・ロジック４０１０、Ｕｐインターフ
ェース・ロジック４０１２として示される。
　【０１９５】
　免許要ＲＡＮアンテナサブシステム４００４と免許要ＲＡＮインターフェース・ロジッ
ク４００８は、従来の免許要ＲＡＮ動作を容易にするため採用される。例えば一実施例で
は、免許要ＲＡＮはＧＳＭネットワークからなるため、これら構成要素は、携帯通信業で
周知のＧＳＭベースの携帯電話等が一般に採用する通常のＧＳＭネットワーク・オペレー
ションを容易化する。その一方、免許不要ＲＡＮアンテナシステム４００６とＷＬＡＮイ
ンターフェース・ロジック４０１０を用いて、ＵＭＡＮサービスにアクセスするアクセス
・ポイント１２８を持つ免許不要無線チャンネル（すなわち、リンク）１３６をサポート
する。一般に、これらブロックは、免許不要ＷＬＡＮリンクでの通信をサポートするため
に採用された従来の構成要素およびロジックを示す。例えば、これら構成要素は、Ｂｌｕ
ｅｔｏｏｔｈリンクについては図３Ｂに示すＢｌｕｅｔｏｏｔｈ下位層、８０２．１１リ
ンクについては図３Ｃに示す８０２．１１下位層の実施に採用できる構成要素を例示する
。
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　【０１９６】
　Ｕｐインターフェース・ロジック４０１２を用いて、本書に記載する移動局側Ｕｐイン
ターフェース機能と動作を提供する。これには、各種ＵＭＡ無線リソース伝文の生成およ
び処理と、図３Ａおよび図３Ｄから図３Ｆに示す各種Ｕｐインターフェース層の提供が含
まれる。
　【０１９７】
　前述のように、本書に示す各種伝文は例示である。ただし、各伝文は、プロトコル判別
子、スキップ・表示子および伝文・アイデンティティを含む情報要素の基本セットを含ま
なければならない。基本的情報要素としてＵＣＩ情報要素を含むことを本書図解の例示的
伝文形式に示したが、ＵＣＩ　情報要素または伝文が第１伝文か、他の伝文か、または緊
急関連かを示す類似情報要素は必要なく、この機能性は、通信装置に適切な状態情報を維
持する等他の手段（すなわち、移動局およびＵＭＡ網制御装置）によって容易化される。
　【０１９８】
　提案の実施例では、ストリーミング・トランスポート（ＴＣＰ等）での伝文描写は、基
礎となるトランスポート自体が実行する。従って、可変長さ伝文形式の長さを指定する情
報要素を含める必要がない。しかしながら、伝文長さの指定に情報要素を利用することは
、ストリーミングされた伝文を描写するための他の手段として発明者によって予期される
ため、これは限定的なものではない。
　【０１９９】
　各種情報要素の形式は単なる例示である。例えば、単一情報要素または複数情報要素を
介してある情報セットを設けることができる。さらに、本書に示す情報要素に含まれる情
報を、他の形式で配置したり、および／または別の方法でグルーピングしたりすることが
できる。
　【０２００】
　各種伝文生成および処理動作を容易化するための手段とＵｐインターフェースの各種様
態は、プロセッサ、マルチプロセッサ、マルチコアプロセッサ、マイクロコントローラ等
を限定せずに含む適切な処理装置上でのソフトウェア／ファームウェア指令の実行を含む
。そのため、本発明の実施例は、何らかの形式の処理コアで実行されるか、マシンリーダ
ブル媒体上またはその中でインプリメントまたは実現される命令として、あるいはこれを
サポートするために用いることができる。マシンリーダブル媒体は、マシン（コンピュー
タ等）によって読み取り可能な形式で情報を保存または送信する何らかの機構を含む。例
えば、マシンリーダブル媒体は、リードオンリーメモリ（ＲＯＭ）、ランダムアクセスメ
モリ（ＲＡＭ）、磁気ディスク記憶媒体、光学記憶媒体、フラッシュメモリ装置等を含む
ことが出来る。さらに、マシンリーダブル媒体は、電気的、光学的、音響的その他伝播さ
れる信号の形式を含むことができる（搬送波、赤外線信号、デジタル信号等）。例えば、
予期される一実施例では、ＵＭＡ伝文ングを容易化するためにソフトウェアアップグレー
ドとして具現化される命令を、ＵＭＡＮまたはＧＳＭリンク等の無線リンクを介してモバ
イル装置にダウンロードすることができる。
　【０２０１】
　要約としての記述を含む本発明の図示実施例の上記説明は、網羅的であることや、開示
される正確な様式に本発明を限定することを意図しない。本発明の特定の実施例および例
を図解目的で本書で説明したが、本発明の範囲内で各種同等の修正が可能であることは、
当業者に理解される。
　【０２０２】
これら修正は、前述の説明の観点から本発明に加えることができる。以下の特許請求の範
囲で用いる用語は、明細書および図面に開示する特定の実施例に本発明を限定するものと
解釈してはならず、発明の範囲は以下の特許請求の範囲によって全体として決定されるこ
とは、請求の範囲解釈の確立された原理に従って解釈される。

【０２０３】
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【表２ａ】

【０２０４】
【表２ｂ】
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【０２０５】
【表２ｃ】
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【０２０６】
【表２ｄ】
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【０２０７】
【表２ｅ】
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【０２０８】
【表２ｆ】
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【図面の簡単な説明】
　【０２０９】
　【図１Ａ】本発明の一実施例による屋内アクセス・ネットワーク（ＩＡＮ）移動サービ
ス局の全体図である。
【図１Ｂ－Ｃ】図１Ｂは、一実施例によるモバイルセットのプロトコル層を示し、図１Ｃ
は、一実施例によるプロトコル変換方法を示す説明図である。
　【図２Ａ－Ｂ】図２ＡはＢｌｕｅｔｏｏｔｈシグナリングを介して免許不要無線リンク
を提供する移動局の一実施例のレベル１、レベル２、およびレベル３ＧＳＭ関連プロトコ
ル・構成の全体図を示し、図２Ｂは情報要素ＥＥ８０２．１１シグナリングを介して免許
不要無線リンクを提供する移動局の一実施例のレベル１、レベル２、およびレベル３ＧＳ
Ｍ関連プロトコル・構成の全体図を示す。
　【図３Ａ】一実施例による、ＣＳドメイン・シグナリングおよびＵ移動局固有シグナリ
ングをサポートするＵｐインターフェース・プロトコル・構成を示す説明図である。
【図３Ｂ－Ｃ】図３Ｂは物理層通信を容易にするため移動局およびアクセス・ポイントに
より採用されるＢｌｕｅｔｏｏｔｈ下位層を示し、図３Ｃは物理層通信を容易にするため
移動局およびアクセス・ポイントにより採用されるＢｌｕｅｔｏｏｔｈ下位層を示す説明
図である。
【図３Ｄ】一実施例によるＧＳＭ音声送信をサポートするＵｐ　ＣＳドメイン音声帯載・
プロトコル・構成を示す説明図である。
【図３Ｅ】一実施例によるＵｐ　ＧＰＲＳユーザ・プレーン・プロトコル・構成を示す説
明図である。
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【図３Ｆ】一実施例によるＧＰＲＳシグナリングをサポートするＵｐプロトコル・構成を
示す説明図である。
　【図４】一実施例による考えられるＧＳＭおよびＵＭＡカバレッジシナリオ数例を示す
。
　【図５】一実施例の移動性管理機能を例示する。
　【図６Ａ－Ｂ】図６Ａは登録成功に対応するＵＭＡ無線リソースレジスタ・伝文　交換
を示し、図６Ｂは登録拒絶に対応するＵＭＡ無線リソースレジスタ・伝文　交換を示す説
明図である。
【図６Ｃ】
図６Ｃは移動局を第１ＵＭＡ網制御装置から第２ＵＭＡ網制御装置にリダイレクトするＵ
ＭＡ無線リソースレジスタ・伝文交換を示す説明図である。。
　【図７】ＵＭＡ無線リソース登録要求伝文・形式の一実施例を示す表である。
　【図８Ａ－Ｂ】図８ＡはＵＭＡ無線リソース登録肯定応答伝文・形式の一実施例を示す
表であり、図８ＢはＵＭＡ　ＧＳＭシステム情報要素の一実施例を示す表である。
　【図９】ＵＭＡ無線リソース　登録拒否／ＲＥＤＩＲＥＣＴ伝文・形式の一実施例を示
す表である。
　【図１０Ａ－Ｂ】図１０ＡはＵＭＡ無線リソース登録更新・アップリンク伝文　と、Ｕ
ＭＡ無線リソース登録リダイレクト伝文とを含むＵＭＡ無線リソース伝文・形式を示し、
図１０ＢはＵＭＡ無線リソース登録更新・ダウンリンク伝文と、ＵＭＡ無線リソース登録
取り消し伝文と、ＵＭＡ無線リソース登録リダイレクト伝文とを含むＵＭＡ無線リソース
伝文・形式を示す。
　【図１１】ＵＭＡ無線リソース登録更新・アップリンク伝文・形式の一実施例を示す表
である。
　【図１２】ＵＭＡ無線リソース登録更新・ダウンリンク伝文・形式の一実施例を示す表
である。
　【図１３】ＵＭＡ無線リソース登録取り消し伝文・形式の一実施例を示す表である。
　【図１４】各種ＵＭＡ無線リソース動作の原因に対応する８ビット値を含むルックアッ
プ・テーブルの一実施例を示す表である。
　【図１５】チャンネル起動伝文・シーケンスを示す。
　【図１６】ＵＭＡ無線リソースチャンネル起動伝文・形式の一実施例を示す表である。
　【図１７】ＵＭＡ無線リソースチャンネル起動肯定応答伝文・形式の一実施例を示す表
である。
　【図１８】ＵＭＡ無線リソースチャンネル起動失敗伝文・形式の一実施例を示す表であ
る。
　【図１９】ＵＭＡ無線リソースチャンネル起動完了伝文・形式の一実施例を示す表であ
る。
　【図２０】移動局によって開始されるセル引継ぎ・伝文・形式を示す。
　【図２１】ＵＭＡ無線リソースセル引継ぎ・アクセス伝文・形式の一実施例を示す表で
ある。
　【図２２】ＵＭＡ無線リソースセル引継ぎ完了伝文・形式の一実施例を示す表である。
　【図２３Ａ－Ｂ】図２３ＡはＵＭＡ網制御装置から送られたＵＭＡ無線リソースアップ
リンク品質表示伝文に対して開始されるセル引継ぎ・伝文・形式を示し、図２３Ｂはセル
引継ぎ失敗に従って、ＵＭＡ網制御装置から送られたＵＭＡ無線リソースアップリンク品
質表示伝文に対して開始されるセル引継ぎ・伝文・形式を示す。
　【図２４】ＵＭＡ無線リソースアップリンク品質表示伝文・形式の一実施例を示す表で
ある。
　【図２５】ＵＭＡ無線リソースセル引継ぎ必要伝文・形式の一実施例を示す表である。
　【図２６Ａ】ＵＭＡ無線リソースセル引継ぎ・指示伝文・形式の一実施例を示す表部分
図である。
　【図２６Ｂ】ＵＭＡ無線リソースセル引継ぎ・指示伝文・形式の一実施例を示す表部分
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図である。
　【図２７】ＵＭＡ無線リソースセル引継ぎ失敗伝文・形式の一実施例を示す表である。
　【図２８】移動局からＵＭＡ網制御装置に送られるＵＭＡ無線リソース要求クリア伝文
を示す。
　【図２９】ＵＭＡ無線リソース要求クリア伝文・形式の一実施例を示す表である。
　【図３０】ＵＭＡ網制御装置によって開始されたＵＭＡ無線リソースリリース・伝文・
形式を示す。
　【図３１】ＵＭＡ無線リソース　ＲＲ解除伝文・形式の一実施例を示す表である。
　【図３２】ＵＭＡ無線リソース　ＲＲ解除完了伝文・形式の一実施例を示す表である。
　【図３３】ＵＭＡ網制御装置によって開始されたＵＭＡ無線リソース呼・伝文・形式を
示す。
　【図３４】ＵＭＡ無線リソース呼要求伝文・形式の一実施例を示す表である。
　【図３５】ＵＭＡ無線リソース呼応答伝文・形式の一実施例を示す表である。
　【図３６】ＵＭＡ網制御装置によって開始されたＵＭＡ無線リソースクラスマーク・伝
文・形式を示す。
　【図３７】ＵＭＡ無線リソースクラスマーク問い合わせ伝文・形式の一実施例を示す表
である。
　【図３８】ＵＭＡ無線リソースクラスマーク変更伝文・形式の一実施例を示す表である
。
　【図３９】ＵＭＡ網制御装置の高レベル構成の一実施例を示す略図である。
　【図４０】移動局の高レベル構成の一実施例を示す略図である。
【符号の説明】
　【０２１０】
１０２　移動局　１１２　音声ネットワーク　１１６　データネットワーク
１２８　アクセス・ポイント　１３８　ブロードバンドＩＰネットワーク　２０６　ＧＳ
Ｍベースバンド　２１０　Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈベースバンド　３１８　リモートＩＰ　３
２２　トランスポートＩＰ
【手続補正３】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図１Ａ
【補正方法】変更
【補正の内容】



(47) JP 2008-500751 A5 2009.5.21

【図１Ａ】

【手続補正４】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図１Ｂ－１Ｃ
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図１Ｂ－１Ｃ】

【手続補正５】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図３Ａ
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図３Ａ】

【手続補正６】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図３Ｄ
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図３Ｄ】

【手続補正７】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図３Ｅ
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図３Ｅ】

【手続補正８】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図３Ｆ
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図３Ｆ】

【手続補正９】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図２２
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図２２】

【手続補正１０】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図２３Ａ－２３Ｂ
【補正方法】変更
【補正の内容】

【図２３Ａ－２３Ｂ】

【手続補正１１】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図３９
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【図３９】

【手続補正１２】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図４０
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図４０】


	header
	written-amendment

